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※以上の 2 条件を満たす方には、開催日の 1カ月前までに開催ご案内および参加用 Zoomリンクをメールにてお送りいた
します。
※参加にはインターネット（ブロードバンド推奨）に接続した PC、タブレット等が必要です。ウェブブラウザから参加できま
すので、Zoomアプリケーションをインストールする必要はございません。

１．メールアドレスを登録済

２．過去 3年間に一度でも年会費をお支払いいただいた「会員」

未登録または変更がある方は左の QR コードのリンク先からご登録ください。登録後に自動返信
メールが届きます。届かない場合は登録に失敗している可能性がありますので、ご注意ください。
登録がうまくいかない場合は同窓会事務局にお問い合わせください。

◀メールアドレス登録のQRコード

総会出席者へのご確認

会 場

ホテルグランヴィア京都
〒600-8216 京都市下京区烏丸通塩小路下ル JR 京都駅中央口（京都駅ビル内）

☎075-344-8888

☆ご出席の回答をいただいた方に1週間前頃に確認のお電話をい
たします。出席の回答を出された方で電話がない場合は、恐れ入り
ますが5日前までに事務局にお問い合わせください。

※万一締切を過ぎた後でも参加ご希
望の方は事務局にご相談ください。

10月4日（金）
までにご返信願います。

参加者には
同窓会オリジナルグッズを
差し上げます。

出欠回答の締切日

日 時

過去の開催

当面の予定

参加資格

令和6年 10月19日（土）
＊ 講演会
＊ 総会
＊ 懇親会

14時 00分～ 15時 00分　（受付 13時 30分～）
15時 00分～ 15時 30分　（15時 30分　集合写真を撮影します）
16時 00分～ 18時 00分

14時～18時

令和6年度
京都大学経済学部同窓会総会のご案内

オンライン
経済懇話会のご案内

ホテルグランヴィア京都　※写真はイメージです

講 演

「人口減少・AI 活用時代における人的資本経営」

講師
京都大学名誉教授
大阪成蹊大学データサイエンス学部副学部長・教授 原　良憲氏

懇親会
懇親会費
　（一般）
　（学生特別会員・同伴者）

6,000 円 
3,000 円

（お食事　着席ビュッフェスタイル）

当日、受付にてお納めください

人口減少時代において、ChatGPT など生成 AI による技術革新は、経済・社会生活に多
大な影響を与えている。AIを上手に活用できれば、人材不足を補い、生産性を向上できるが、
持続可能な価値の源泉は人材にある。このような時代の人的資本経営に言及する。

ココロの経済学 炭素生産性の中身を探る

新市場創造、起業の方法論としての
エフェクチュエーション

六大企業集団の無機能化

2023 年度より、デジタル技術を利用したサービス向上を目的に全国の京都
大学経済学部同窓会員の皆さまを対象に、経済学研究科・経済学部教員が
講師を務める本部主催企画「オンライン経済懇話会」を開催しております。

依田 高典 先生
京都大学経済学研究科長・経済学部長・教授

2023年11月18日（土）

演題

｜行動経済学から読み解く人間のふしぎ｜ ｜真の生産性と搾取要素｜

岡 敏弘先生
京都大学経済学研究科・経済学部教授

2024年7月13日（土）

演題

第１回 第 2回

若林 靖永 先生
京都大学名誉教授、佛教大学社会学部教授

2024年11月16日（土）

演題

｜踊り場の日本のビジネスグループ（仮）｜

田中 彰先生
京都大学経済学研究科・経済学部教授

2025年7月5日（土）

演題

第 3回 第 4回

演奏　京都大学邦楽サークル　叡風会
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２
０
２
５
年
度
入
試
よ
り
、
男
女
共
学
の

高
校
か
ら
は
文
系
型
・
理
系
型
そ
れ
ぞ
れ

で
推
薦
で
き
る
男
子
の
上
限
を
１
名
と
す

る
よ
う
に
変
更
し
、
女
子
学
生
の
獲
得
に

も
積
極
的
に
乗
り
出
し
て
お
り
ま
す
。

「
学
校
推
薦
型
」
の
特
色
入
試
は
京
都
大

学
各
学
部
で
採
用
が
増
え
て
お
り
、
従
来

の
筆
記
試
験
を
用
い
た
入
試
で
は
測
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
研

究
能
力
を
積
極
的
に
評
価
す
る
方
向
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。
関
連
す
る
動
画
を
経
済

学
部
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
時
間
の
あ
る
時
に
ご
覧
い

た
だ
き
、
同
窓
会
会
員
皆
様
の
お
知
り
合

い
や
ご
子
息
・
ご
息
女
へ
の
情
報
共
有
に

ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
認
知
度
向
上
に

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
大
学
を
含
め
、
多
く
の
組
織

で
運
営
状
況
に
対
し
、
昨
今
の
物
価
上
昇

や
円
安
の
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。
本
同

窓
会
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
事
長

と
し
て
、
運
営
状
況
等
に
関
し
て
注
視
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
同
窓
会
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

学
部
生
が
本
制
度
を
利
用
し
て
修
士
課
程

へ
と
進
学
し
て
い
ま
す
。
他
方
、
ア
メ
リ

カ
等
に
比
べ
日
本
で
は
社
会
科
学
系
の
修

士
号
や
博
士
号
取
得
者
が
大
幅
に
少
な

く
、
競
争
力
低
下
を
招
い
て
い
る
と
の
指

摘
も
あ
り
、
文
部
科
学
省
も
対
策
を
求
め

て
い
ま
す
。
我
々
と
し
て
も
よ
り
多
く
の

学
部
生
に
本
制
度
を
利
用
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
大
学
院
進
学
者
に
と
っ
て
最
大
の
関

心
事
で
あ
る
就
職
状
況
の
改
善
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
経
済
学
研
究
科
で
は
、
従
来

型
の
「
研
究
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
博
士

後
期
課
程
へ
の
進
学
を
予
定
）
」
に
加

え
、
計
量
的
分
析
能
力
と
創
造
的
問
題
解

決
能
力
の
習
得
と
主
体
と
す
る
「
高
度
人

材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
修
士
で
修
了
）
」

も
設
定
し
て
お
り
、
特
に
後
者
は
企
業
や

官
公
庁
等
へ
の
就
職
を
想
定
し
て
お
り
ま

す
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
修
士
課
程
や
博
士
課
程
を
修
了
し

た
学
生
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
ご
検

討
、
ご
支
援
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第
三
に
、
新
形
式
へ
変
更
し
た
経
済
学

部
「
特
色
入
試
」
の
認
知
度
向
上
で
す
。

２
０
２
３
年
度
入
試
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

論
文
試
験
を
用
い
た
「
総
合
選
抜
型
」
の

入
試
か
ら
、
書
類
選
考
を
主
体
と
し
た

「
学
校
推
薦
型
（
文
系
型
と
理
系
型
の
２

タ
イ
プ
）
」
へ
と
変
更
し
ま
し
た
。
各
高

等
学
校
長
は
、
課
外
活
動
等
を
通
じ
て
成

果
の
あ
っ
た
生
徒
の
う
ち
学
業
等
優
秀
者

を
文
系
型
・
理
系
型
そ
れ
ぞ
れ
に
２
名
ま

で
推
薦
で
き
ま
す
。
推
薦
さ
れ
た
生
徒
の

中
か
ら
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
一
定

水
準
の
成
績
を
修
め
た
上
、
優
秀
者
と
認

め
ら
れ
る
生
徒
に
対
し
入
学
を
許
可
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
大
学
院
へ
の
進
学
希

望
者
の
出
願
を
促
し
て
お
り
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
て
い
る
次
第
で
す
。
ま
た
、

年
度
入
学
生
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
デ
ー

タ
科
学
分
野
選
択
制
度
」
と
い
う
全
学
共

通
教
育
改
革
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は

２
回
生
時
に
「
初
修
外
国
語
（
第
二
外
国

語
）
」
か
「
デ
ー
タ
科
学
分
野
科
目
」
の

い
ず
れ
か
を
必
修
科
目
と
し
て
選
択
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
過
去
七
十
年
あ
ま
り

の
研
究
成
果
を
受
け
、
経
済
学
は
、
市
場

の
競
争
的
も
し
く
は
戦
略
的
構
造
の
理
論

的
分
析
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
型
デ
ー
タ
の

背
後
に
あ
る
経
済
的
因
果
関
係
等
を
分
析

す
る
学
問
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
性
能
と
推
計
技
術
の
向

上
の
も
と
、
日
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
の

み
な
ら
ず
経
済
学
研
究
の
第
一
線
に
お
い

て
も
デ
ー
タ
分
析
の
重
要
度
が
飛
躍
的
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
知
識
の
習

得
を
希
望
す
る
学
生
に
対
し
、
そ
の
選
択

肢
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
。

第
二
に
、
「
学
士
・
修
士
５
年
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
修
士
課
程
短
期
修
了
制
度
）
」
の

推
進
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
た
学
部
生
に
対
し
て
４
回
生
か
ら

大
学
院
科
目
の
受
講
を
認
め
、
修
士
課
程

を
１
年
で
修
了
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
制
度

で
す
。
２
０
１
８
年
度
の
大
学
院
入
試
か

ら
開
始
し
、
多
い
年
に
は
10
名
を
超
え
る

２
０
２
４
年
４
月
１
日
よ
り
経
済
学
部

長
・
研
究
科
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
若

井
克
俊
と
申
し
ま
す
。
同
時
に
経
済
学
部

同
窓
会
理
事
長
に
も
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
、
ご
指
導
ご
助
言
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
、
当
時
始
め
た
ば
か
り
の
公
募
人

事
に
お
い
て
採
用
さ
れ
、
２
０
０
８
年
10

月
よ
り
「
ミ
ク
ロ
経
済
学
」
お
よ
び
関
連

理
論
分
野
の
教
育
・
研
究
を
担
当
す
る
教

員
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
自

身
、
京
都
大
学
と
は
無
縁
で
し
た
が
、
皆

様
方
の
後
輩
を
指
導
す
る
人
物
と
し
て
教

壇
に
立
て
る
機
会
を
い
た
だ
き
今
日
に
至

る
こ
と
、
改
め
て
そ
の
重
責
を
感
じ
て
い

る
次
第
で
す
。
他
方
で
、
依
田
前
学
部
長

や
歴
代
の
江
上
、
文
、
岩
本
学
部
長
、
そ

の
他
教
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
教
員
公

募
人
事
や
学
部
・
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
革
等
に
携
わ
り
、
少
な
か
ら
ず
経
済
学

部
・
研
究
科
の
改
革
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
部
・
研
究
科
改
革
に
つ

い
て
は
歴
代
学
部
長
の
ご
挨
拶
に
て
詳
細

を
ご
説
明
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
し
た

が
い
ま
し
て
、
今
回
は
現
在
進
行
中
の
３

つ
の
改
革
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
第
一
に
、
２
０
２
２

経
済
学
研
究
科
長
・
経
済
学
部
長

若
井
　
克
俊

ご
挨
拶
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１
９
９
５
年
４
月
１
日
、
京
都
大
学
経
済
学
部
へ
赴
任
し
た
。
前
任

校
の
名
城
大
学
在
職
中
に
﹃
ア
メ
リ
カ
管
理
会
計
史
﹄
上
下
巻
、
１
９

８
９
、
同
文
舘
出
版
を
出
版
し
て
、
管
理
会
計
の
歴
史
研
究
に
一
区
切

り
が
つ
い
て
い
た
。
日
本
企
業
の
管
理
会
計
実
務
を
解
明
す
る
た
め
、

研
究
領
域
を
広
げ
て
企
業
調
査
（
聞
取
調
査
）
に
よ
る
ケ
ー
ス
研
究
に

着
手
し
て
い
た
が
、
京
都
大
学
で
は
、
こ
れ
を
本
格
的
に
行
う
こ
と
に

し
た
。
ず
い
ぶ
ん
多
く
の
製
造
企
業
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

聞
取
調
査
を
行
っ
た
。

私
学
出
身
の
教
授
と
い
う
の
が
珍
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
定
員
８
名

の
２
倍
か
ら
３
倍
の
学
生
が
ゼ
ミ
に
応
募
し
て
き
た
。
あ
る
と
き
、
Ｐ

Ｃ
周
辺
機
器
メ
ー
カ
ー
で
有
名
な
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
牧
誠
社
長
の
ご
子

息
で
あ
っ
た
牧
寛
之
君
が
ゼ
ミ
に
入
っ
て
き
た
。
牧
君
を
通
じ
て
聞
取

調
査
を
お
願
い
し
た
。
牧
社
長
か
ら
快
諾
を
い
た
だ
き
、
ゼ
ミ
生
を
20

名
ば
か
り
引
率
し
て
名
古
屋
市
の
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
本
社
で
調
査
を
し

た
。
こ
の
調
査
を
通
じ
て
牧
社
長
と
は
大
変
懇
意
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
あ
る
と
き
、
日
本
に
お
け
る
少
々
情
け
な
い
管
理
会
計
研
究
の
実

情
を
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
牧
社
長
か
ら
「
何
が
足
り
な
い

か
」
と
問
わ
れ
た
の
で
、
「
お
金
と
人
が
足
り
ま
せ
ん
」
と
即
答
し

た
。
そ
の
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
２
０
０
７
年
３
月
、
管
理
会
計
の

研
究
助
成
に
特
化
し
た
財
団
法
人
メ
ル
コ
学
術
振
興
財
団
が
設
立
さ
れ

た
。
陣
川
公
平
副
社
長
（
オ
ム
ロ
ン
）
と
吉
田
和
男
教
授
（
京
都
大

学
）
に
は
理
事
と
し
て
、
中
居
文
治
名
誉
教
授
（
京
都
大
学
）
と
川
分

陽
二
社
長
（
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
に
は
評
議
員

と
し
て
京
都
大
学
関
係
者
に
も
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
。
私
は
理
事

長
、
後
任
の
澤
邉
紀
生
教
授
も
理
事
と
し
て
、
財
団
運
営
に
関
わ
っ

た
。京

都
大
学
を
定
年
退
官
し
、
２
０
０
７
年
４
月
、
福
井
県
立
大
学
へ

奉
職
し
た
が
、
こ
こ
で
も
福
井
県
の
製
造
企
業
を
中
心
に
ケ
ー
ス
研
究

を
行
っ
た
。
単
身
赴
任
だ
っ
た
の
で
、
大
学
と
官
舎
を
往
復
す
る
毎
日

だ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
週
に
１
回
、
帰
宅
途
中
で
喜
水
と
い
う
和
食
店
に

通
っ
た
。
若
狭
湾
で
捕
れ
る
魚
と
日
本
酒
が
美
味
し
か
っ
た
。
２
０
１

２
年
４
月
、
福
井
県
立
大
学
を
退
官
し
て
、
公
益
財
団
法
人
メ
ル
コ
学

術
振
興
財
団
の
代
表
理
事
（
常
勤
）
に
就
任
し
た
。
５
年
間
の
代
表
理

事
と
そ
の
後
２
年
間
の
顧
問
を
勤
め
て
財
団
運
営
か
ら
離
れ
た
。
現
在

は
、
逝
去
さ
れ
た
牧
誠
氏
に
代
わ
っ
て
牧
君
（
現
メ
ル
コ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
社
長
）
が
財
団
の
代
表
理
事
を
務
め
て
い
る
。

メ
ル
コ
学
術
振
興
財
団
の
設
立
に
と
も
な
い
、
不
足
す
る
「
お
金
と

人
」
の
う
ち
、
必
要
最
低
限
の
お
金
は
準
備
で
き
た
。
と
は
い
え
、
世

界
の
研
究
最
前
線
で
活
躍
で
き
る
研
究
者
を
育
て
る
こ
と
は
そ
う
簡
単

で
は
な
い
。
財
団
の
支

援
に
も
限
界
が
あ
る
。

大
学
、
学
会
、
企
業
、

政
府
な
ど
が
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
研
究
者
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。

20
代
だ
っ
た
院
生
た
ち

が
大
き
く
育
ち
あ
ち
こ

ち
の
大
学
で
教
授
と

な
っ
た
。
最
近
で
は
、

彼
ら
に
引
率
さ
れ
て
国

内
外
で
企
業
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
先

も
、
少
し
は
足
腰
を
鍛

練
し
て
企
業
調
査
に
出

か
け
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

『アメリカ管理会計史 上・下巻』
上總康行　著
（同文舘）
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小
生
は
数
年
前
か
ら
、
自
分
個
人
の
嗜

好
に
従
い
、
古
今
東
西
の
書
籍
を
渉
猟
し

て
き
た
。
自
分
の
感
性
に
あ
っ
た
、
ま
た

感
心
し
た
心
に
残
る
文
章
を
選
び
書
き
留

め
て
き
た
。
実
際
に
は
そ
の
本
か
ら
部
分

を
抜
き
出
し
、
そ
れ
ら
を
パ
ソ
コ
ン
に
打

ち
込
み
、
文
字
デ
ー
タ
と
し
て
留
め
て
き

た
。
ま
た
自
分
の
会
社
が
印
刷
会
社
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
あ
る

程
度
ま
と
ま
っ
た
ら
、
二
〇
〇
文
ほ
ど
ま

と
め
て
一
冊
に
製
本
し
て
も
ら
っ
て
き

た
。
一
回
分
の
文
章
の
長
さ
の
目
安
は
、

大
体
A4
一
ペ
ー
ジ
。
今
や
そ
の
冊
子
も
九

冊
目
と
な
り
、
十
九
百
余
の
文
章
が
溜

ま
っ
て
き
た
。

文
章
と
言
っ
て
も
、
硬
軟
取
り
混
ぜ

て
、
難
し
い
哲
学
か
ら
最
近
の
面
白
随
筆

ま
で
雑
多
を
き
わ
め
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
徒
然
草
や
更
級
日
記
、
ギ
リ
シ
ャ
の

プ
ラ
ト
ン
や
中
国
の
史
記
、
論
語
、
は
た

ま
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
、
小
林
秀
雄
、
田
中
美

知
太
郎
、
山
本
七
平
、
山
本
夏
彦
、
さ
ら

に
群
よ
う
こ
、
向
田
邦
子
、
イ
ソ
ッ
プ
物

語
、
「
夜
と
霧
」
の
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ク
ル
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
な
ど
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
や
時
代
は
千
差
万
別
、
趣
向
の
赴
く

ま
ま
読
み
散
ら
し
、
書
き
散
ら
し
て
き

た
。
今
回
お
見
せ
す
る
文
章
は
京
大
の
高

名
な
、
文
学
部
名
誉
教
授
、
宮
﨑
市
定
先

生
の
京
都
の
街
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
紹
介

し
た
い
。

「
（
京
都
）
三
条
名
店
街
が
カ
ラ
ー
舗

装
と
か
い
っ
て
、
新
京
極
と
ひ
と
続
き
に

改
装
さ
れ
、
大
へ
ん
明
る
く
な
っ
た
。
心

な
し
か
通
行
人
や
買
い
物
客
、
さ
て
は
ひ

や
か
し
客
ま
で
、
前
よ
り
一
層
ふ
え
た
ら

し
く
見
受
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
ひ
と
つ
気
に
な
る
の
は
、
河

原
町
に
面
し
た
入
り
口
の
ア
ー
チ
に
、
三

条
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
と
書
い
て
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
と
い
う
言
葉
で
西

洋
人
が
連
想
す
る
の
は
、
恐
ら
く
中
央
に

少
な
く
も
四
車
線
ぐ
ら
い
の
車
道
が
あ
り

両
側
に
並
木
と
歩
道
の
つ
い
た
大
街
の
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
っ
と
も
三
条
も

平
安
京
の
時
代
に
は
道
幅
八
丈
の
大
路

で
、
牛
車
の
左
右
に
お
伴
を
従
え
て
練
り

あ
る
き
、
同
じ
よ
う
な
行
列
と
す
れ
違
っ

て
も
ま
だ
余
裕
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
が
永
い
年
月
の
間
に
、
両
側
の
人
家

が
次
第
に
は
み
出
し
て
来
て
道
路
を
せ
ば

め
た
の
で
あ
る
。
何
し
ろ
永
い
間
の
こ
と

で
あ
る
。
一
年
に
一
セ
ン
チ
ず
つ
せ
り
出

し
て
も
、
千
年
で
十
メ
ー
ト
ル
、
両
側
で

二
十
メ
ー
ト
ル
=
六
丈
六
尺
ぐ
ら
い
=
に

な
っ
て
し
ま
う
。三

条
・
新
京
極
の
繁
華
街

を
、
是
非
と
も
横
文
字
で
表

そ
う
と
し
た
な
ら
、
恐
ら
く

フ
ラ
ン
ス
語
の
パ
ッ
サ
ー
ジ

と
い
う
の
が
一
番
よ
く
当
て

は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
パ
リ
の

所
々
に
こ
の
パ
ッ
サ
ー
ジ
が

あ
り
、
中
に
は
か
く
れ
た
名

所
が
あ
る
。
か
く
れ
た
と
い

う
わ
け
は
、
近
ご
ろ
日
本
で

数
多
く
出
た
案
内
記
に
は
ど

れ
も
言
及
し
た
も
の
が
な
い

の
は
当
然
と
し
て
、
ミ
シ
ラ

ン
の
緑
表
紙
や
、
ア
シ
ェ
ッ

ト
の
紺
表
紙
の
案
内
書
に

も
、
一
、
二
ヶ
所
の
名
前
だ

け
し
か
紹
介
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
散
歩

し
て
ま
わ
る
こ
と
の
好
き
な
、
割
合
、
少

数
の
人
だ
け
に
知
ら
れ
た
穴
場
に
な
っ
て

い
る
。
⋮

ど
の
パ
ッ
サ
ー
ジ
も
、
京
都
の
三
条
・

新
京
極
ほ
ど
に
は
人
が
混
ん
で
い
な
い
。

そ
れ
は
恐
ら
く
道
幅
が
狭
く
て
、
カ

フ
ェ
ー
が
道
に
は
み
出
し
て
商
売
す
る
こ

と
の
で
き
ぬ
せ
い
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス

人
は
大
道
に
つ
き
出
た
カ
フ
ェ
ー
・
テ
ラ

ス
に
陣
取
っ
て
、
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
し
な
が

ら
、
道
ゆ
く
人
を
な
が
め
つ
、
な
が
め
ら

れ
つ
し
な
い
と
気
が
す
ま
ぬ
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
方
が
自
然
で
あ
り
、
健
康
的

で
あ
る
。

健
康
的
と
言
え
ば
、
東
京
や
大
阪
に
あ

る
地
下
街
ほ
ど
不
健
康
で
不
自
然
で
、
そ

の
上
危
険
極
ま
り
な
い
し
ろ
も
の
は
外
に

あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
パ
リ
人
は
こ
ん
な
も

の
は
造
ら
な
い
。
日
本
で
も
す
ぐ
近
く
四

条
地
下
道
が
あ
り
な
が
ら
、
あ
え
て
そ
れ

を
地
下
街
に
し
な
か
っ
た
の
は
、
京
都
人

の
大
出
来
で
あ
っ
た
と
ほ
め
ら
れ
て
よ
か

ろ
う
。
」

（
﹃
京
都
新
聞
﹄
一
九
七
三
年
四
月
二

十
五
日
「
現
代
の
こ
と
ば
」
よ
り
）

入
学
当
時
、
愛
知
県
の
田
舎
か
ら
出
て

き
た
何
も
知
ら
な
い
小
生
が
、
京
都
と
い

う
歴
史
教
科
書
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
地

名
、
建
物
、
を
片
端
か
ら
自
転
車
で
走
り

回
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
一
乗
寺

下
り
松
、
銀
閣
寺
、
御
所
、
三
条
河
原
、

果
て
は
暗
い
先
斗
町
の
路
地
な
ど
を
徘
徊

し
た
。
一
九
七
三
年
は
奇
し
く
も
、
小
生

が
京
大
に
入
学
し
た
年
だ
。

書名「宮﨑市定全集　第23巻　随筆（上）」
岩波書店　1993年
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時
事
問
題
を
鮮
や
か
に
解
説
す
る
才
覚
に
乏
し

い
こ
と
だ
け
が
そ
の
理
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
文

章
の
新
し
さ
を
保
つ
た
め
に
は
新
し
い
こ
と
を
書

い
て
は
い
け
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
私

は
、
暑
い
夏
に
拙
文
を
お
読
み
い
た
だ
く
皆
さ
ん

に
は
、
せ
め
て
そ
こ
に
清
廉
さ
だ
け
は
求
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

た
だ
し
、
自
民
党
に
限
ら
ず
、
あ
る
程
度
の
数

を
保
つ
政
党
で
あ
れ
ば
、
派
閥
、
あ
る
い
は
そ
れ

に
準
ず
る
も
の
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
、
そ・

れ・

自・

体・

は
、
む
し
ろ
望
ま
し
く
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
っ
た
愚
見
を
書
き
留
め
て
お
く
こ
と
は
、
そ
の

目
的
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
紙
幅
が
尽
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
、

２
０
２
２
年
11
月
に
は
、
訳
書
﹃
ジ
ョ
ー
ン
・
ロ
ビ

ン
ソ
ン
と
ケ
イ
ン
ズ

－

最
強
の
女
性
経
済
学
者
は

い
か
に
し
て
生
ま
れ
た
か
﹄（
慶
應
義
塾
大
学
出

版
会
）、
そ
し
て
、
本
年
６
月
に
は
、
単
著
﹃
21

世
紀
の
市
場
と
競
争

－

デ
ジ
タ
ル
経
済
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
・
不
完
全
競
争
﹄（
勁
草
書
房
）
を
出

版
し
て
い
ま
す
。
前
者
は
本
書
一
つ
目
の
ト
ピ
ッ

ク
で
あ
る「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」に
、後
者
は
二
つ
目
の「
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
折
角
の

「
出
版
案
内
」
の
機
会
と
い
う
こ
と
で
、
全
三
冊
、

揃
え
て
の
ご
高
覧
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
（
笑
）。

本
書
は
、
２
年
ほ
ど
前
に
な
る
２
０
２
２
年
６

月
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
副
題
（
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
自
民
党
）
の
奇
妙

さ
が
目
を
引
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
３
つ
は
、

本
書
で
取
り
扱
っ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
常
、
経
済
学
に
お
け
る
研
究
書
は
、
財
政
学

や
金
融
論
な
ど
と
い
っ
た
特
定
の
分
野
に
お
け
る

主
題
を
取
り
扱
う
も
の
が
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ

に
対
し
て
本
書
は
、
社
会
で
の
行
動
に
関
す
る
観

察
デ
ー
タ
、
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
様
相
を
記
述

す
る
行
動
モ
デ
ル
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
従
来
か
ら
の
経
済
学
の
領
域
を
超
え
た

広
範
な
話
題
を
手
中
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
点

を
強
調
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
実
践
」
と

は
、
筆
者
な
り
の
哲
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た
経
済
分

析
へ
の
取
り
組
み
を
示
す
意
味
合
い
を
持
つ
も
の

で
す
。
ご
く
手
短
に
述
べ
ま
す
と
、
拙
著
で
は
、

●
起
業
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
関
す

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャッ
プ
の
背
景
的
要
因
と
し
て
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
の
意
味
合
い
が
男
女

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
事
業

者
が
、ヴ
ェ
ン
ダ
ー（
出
店
業
者
）に
対
し
て「
強
気
」

な
態
度
を
示
す
こ
と
に
は
、
構
造
的
な
背
景
が
あ

り
、
ま
た
、
社
会
に
お
け
る
取
引
量
と
い
う
観
点

か
ら
は
、
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
部
分
も
あ
る

●
伝
統
的
に
、
自
民
党
の
政
治
家
が
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
係
す
る
大
臣
ポ

ス
ト
に
対
し
て
高
い
位
置
付
け
を
与
え
て
き
た
こ

と
は
、
組
閣
に
お
い
て
ど
の
派
閥
が
ど
の
ポ
ス
ト

を
獲
得
し
た
と
い
っ
た
デ
ー
タ
、
そ
し
て
、
派
閥

間
の
関
係
を
「
交
渉
」
と
考
え
る
行
動
モ
デ
ル
を

用
い
る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
っ
た
こ
と
が
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
が
こ
れ
を
お
読
み
に
な
っ
て
い

る
の
は
、８
月
中
旬
頃
で
し
ょ
う
か
。対
し
て
私
は
、

現
在
、
締
切
当
日
の
３
月
31
日
（
日
）
に
慌
て
て

筆
を
取
る

－

21
世
紀
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
生
き
な

が
ら
も
、
平
安
時
代
か
ら
の
歴
史
的
遺
産
に
与
る

京
都
に
縁
あ
る
私
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
言
い
方

を
好
む
わ
け
で
す
が

－

と
い
う
所
業
に
及
ん
で
お

り
ま
す
。
そ
れ
は
、私
が
怠
け
者
で
あ
る
か
ら
（
だ

け
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
書
が
販
売
さ
れ
て
約一カ
月
後
、
安
倍
晋
三

元
首
相
が
凶
弾
に
倒
れ
て
か
ら
、
本
書
の
３
番
目

の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
「
自
民
党
」
は
大
き
な
過
渡

期
に
あ
る
と
言
え
、「
派
閥
の
解
消
」
に
ま
で
至
っ

て
い
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
最
新
の
状
況
を
踏
ま

え
た
上
で
本
稿
を
執
筆
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、

締
切
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
主
な
）
要
因

で
あ
り
ま
す
が
、結
局
、本
稿
で
は
、そ
の
「
成
果
」

の
反
映
は
断
念
し
ま
し
た
。
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例
え
ば
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
研
究
は
周
波
数
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
設
計
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
マ
ッ
チ
ン
グ
研
究
は
学
校
選
択
、
臓
器

交
換
、
保
育
園
の
配
属
問
題
な
ど
へ
の
応
用

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
カ
ニ
ズ
ム
デ
ザ

イ
ン
の
現
実
問
題
へ
の
さ
ら
な
る
応
用
を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
専
門
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
・
ゲ
ー
ム
理

論
の一分
野
で
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
デ
ザ
イ
ン
で

す
。
こ
の
分
野
で
は
、
市
場
が
失
敗
す
る
、

あ
る
い
は
そ
も
そ
も
市
場
が
存
在
し
な
い
場

合
に
、
望
ま
し
い
配
分
を
実
現
す
る
交
換

制
度
（
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
の
設
計
（
デ
ザ
イ
ン
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
扱
う
環
境
は
様
々
で
、

公
共
財
の
供
給
、
課
税
制
度
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
そ
の
代
表
例
で
す
。

近
年
は
特
に
マ
ッ
チ
ン
グ
と
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

分
析
が
盛
ん
で
、私
は
こ
れ
ま
で
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
理
論
を
主
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
以

下
で
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
理
論
に
つ
い
て
少
し

説
明
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
言
え
ばYahoo!

オ
ー

ク
シ
ョ
ン
や
絵
画
の
競
売
な
ど
を
思
い
浮
か

べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
実
に
は
そ
れ
以

外
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

牛
や
競
走
馬
、
花
の
売
買
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
や
地
方
公
共

団
体
が
道
路
や
橋
の
建
設
を
行
う
際
、
業
務

を
行
う
建
設
会
社
を
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
決
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
学
が
工
事
、
建
設

を
行
う
際
も
同
様
で
す
。
他
に
も
、
近
年
日

本
で
も
議
論
が
さ
れ
て
い
る
周
波
数
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
は
、
テ
レ
ビ
放
送
や
携
帯
電
話
事
業
な
ど

で
使
用
さ
れ
る
周
波
数
ラ
イ
セ
ン
ス
の
配
分

を
決
め
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
日
本
で
は

ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ

を
筆
頭
に
様
々
な
国
で
何
度
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
大
規
模

な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の一つ
で
、一度
の
実
施
で
数

兆
円
の
収
益
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
い
え
ば
築
地
の
マ
グ
ロ

の
競
り
の
よ
う
に
価
格
を
釣
り
上
げ
て
い
く

も
の
を
想
像
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
そ
れ
だ
け
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
高
い
価
格
か
ら
徐
々
に
価
格

を
下
げ
て
い
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

以
外
に
も
多
様
な
制
度
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
最
終
的
な
結
果
は
、
ど
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
を
用
い
る
の
か
に
依
存
し
ま
す
。オ
ー

ク
シ
ョ
ン
研
究
で
は
、
様
々
な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
性
能
を
比
較
し
、
望
ま
し
い
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
解
明
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
性
能
を
考
え
る
上
で
重

要
な
こ
と
の一つ
は
入
札
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
で
す
。
望
ま
し
い
結
果
を
達
成
す
る
に
は
、

入
札
者
が
財
に
対
し
て
持
つ
評
価
額
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
入
札
と
い
う
行
為

は
、
入
札
者
の
評
価
額
の
（
場
合
に
よ
っ
て

は
部
分
的
な
）
表
明
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
入

札
者
が
評
価
額
通
り
に
入
札
し
て
く
れ
れ
ば

い
い
で
す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
し
て
く
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
は
評
価
額
と
異
な
る
入
札

を
し
た
方
が
得
を
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で

す
。
入
札
額
と
真
の
評
価
額
が一致
し
な
い

場
合
、
目
標
と
な
る
結
果
の
達
成
が
困
難
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
入

札
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
考
慮
に
入
れ
た

上
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
性
能
を
評
価
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
、
代
表
的
な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
第
１
価
格
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
第
２
価
格

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
、
最
も
高
い
入
札
を
し

た
者
が
財
を
落
札
し
ま
す
。
第
１
価
格
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
落
札
者
の
入
札
額
が
落
札

額
に
な
り
ま
す
。
一方
第
２
価
格
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
２
番
目
に
高
い
入
札
額
が
落
札
額

で
す
。
こ
れ
ら
の
違
い
は
微
々
た
る
も
の
に

見
え
ま
す
が
、
こ
の
違
い
が
入
札
者
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
第
１
価

格
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
支
払
額
を
抑
え
る

た
め
、
入
札
額
を
で
き
る
だ
け
低
く
す
る
と

い
う
誘
因
が
働
き
ま
す
。
そ
の
た
め
他
者
の

入
札
額
を
見
誤
る
と
、
最
も
高
い
評
価
値
を

持
つ
入
札
者
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
負
け
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
第
２
価
格
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
落
札
額
が
他
者
の
入
札
額
で
決
ま

る
の
で
、
入
札
額
を
低
く
す
る
誘
因
が
あ
り

ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
入
札
者
は
評
価
額
通

り
の
入
札
を
行
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
デ
ザ
イ
ン
の
現
実
問

題
へ
の
応
用
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
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原
　
良
憲

　

２
０
０
６
年
経
営
管
理
研
究
部
の
新
設
と
共
に
着
任

し
、
１
８
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
の
企
業
研
究
所
で
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
研
究
開
発
に

従
事
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
私
に
も
目
を

向
け
て
く
だ
さ
っ
た
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
の
懐

の
深
さ
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
経
済
学
部
で
は
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論
」
の
講
義
や
、

ゼ
ミ
演
習
な
ど
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゼ

ミ
演
習
で
は
、
こ
の
間
、
２
２
０
名
の
学
生
と
共
に
活

動
を
進
め
、Geniee

、W
arrantee

、Bitkey

な
ど
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
業
を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
産
業

で
卒
業
生
が
活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、
有
難
い

で
す
。
４
月
か
ら
は
、
大
阪
成
蹊
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
に
着
任
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、京
都
で
も
サ
ー

ビ
ス
経
営
関
連
の
教
育
研
究
活
動
を
進
め
ま
す
。
ひ
き

つ
づ
き
、
経
済
同
窓
会
の
皆
様
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

文
　
世
一

　

定
年
よ
り
少
し
早
め
に
、
昨
年
９
月
20
日
に
京
都
大

学
を
退
職
し
ま
し
た
。
24
年
半
に
わ
た
り
、
充
実
し
た

教
員
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
在
職
中
、

私
に
と
っ
て
最
大
の
出
来
事
は
経
済
学
部
長
・
研
究
科

長
を
務
め
た
こ
と
で
し
た
。
日
本
人
で
な
い
、
京
都
大

学
卒
業
し
て
な
い
、
そ
し
て
経
済
学
部
出
身
で
も
な
い

者
を
学
部
長
に
選
ぶ
な
ど
、
い
く
ら
非
常
識
が
ま
か
り

通
る
京
都
大
学
で
も
経
済
学
部
の
ほ
か
で
は
あ
り
得
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
学
部
長
時
代
に
は
経
済
学
部
百
周

年
記
念
事
業
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
各
界

で
活
躍
さ
れ
る
同
窓
生
と
出
会
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
母

校
に
対
す
る
皆
様
の
熱
い
思
い
に
接
し
た
こ
と
は
良
い

思
い
出
で
す
。
京
大
退
職
後
は
、
同
志
社
大
学
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
科
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
学
生
が

み
な
社
会
人
で
、
京
大
と
は
対
照
的
に
、
出
席
率
は

１
０
０
％
、
休
講
ど
こ
ろ
か
授
業
開
始
が
遅
れ
た
り
早

め
に
切
り
上
げ
た
り
し
て
も
怒
ら
れ
ま
す
。
み
な
学
習

意
欲
が
高
く
、
あ
る
意
味
教
え
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
研
究
も
続
け
る
つ
も
り
で
す
し
、
研
究

会
な
ど
で
京
大
に
顔
を
出
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩
﨑
　
康
平

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　
准
教
授

【
担
当
講
義
科
目
】

学　
部
：
外
国
文
献
研
究
、
日
本
経
済
論

大
学
院
：
応
用
マ
ク
ロ
経
済
分
析
、
分
権
的
取
引
と
バ
ブ
ル
の
理
論

【
抱
負
・
感
想
】

　

２
０
２
１
年
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
マ
デ
ィ
ソ
ン

校
に
お
い
て
経
済
学
の
博
士
号
を
取
得
し
、
大
阪
大
学

講
師
を
経
て
、
今
年
４
月
に
本
学
に
准
教
授
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。
マ
ク
ロ
経
済
学
お
よ
び
金
融
を
専
門
分

野
と
し
、
特
に
資
産
バ
ブ
ル
の
理
論
的
な
研
究
に
注
力

し
て
い
ま
す
。

　

本
学
に
お
い
て
は
、
マ
ク
ロ
経
済
学
に
関
す
る
科
目

を
中
心
に
教
育
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
だ
経
験
の
浅
い
若

輩
者
で
す
が
、
現
実
の
経
済
現
象
を
分
析
す
る
術
を
学

生
が
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
に
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

本
学
経
済
学
部
の
特
徴
の
１
つ
は
、
経
済
思
想
の
研

究
の
活
発
さ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
私
が
博
士

号
を
取
得
し
た
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
経
済
学
部
で
は

思
想
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
印
象
が
あ

り
ま
す
。
本
学
の
思
想
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
研
究

に
思
い
を
馳
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

門
傅
　
藍
香

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　
講
師

２
０
２
３
年
４
月
１
日　
着
任

【
担
当
講
義
科
目
】

学　
部
：
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

大
学
院
：
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

江
上
　
雅
彦

２
０
０
７
年
８
月

　
京
都
大
学
大
学
院

　
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部　
准
教
授

２
０
１
０
年
12
月

　
同
右　
教
授

２
０
１
８
年
４
月　
京
都
大
学
大
学
院

　
経
済
学
研
究
科
長
・
経
済
学
部
長

　
（
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
）

２
０
２
３
年
３
月

　
京
都
大
学
大
学
院

　
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部　
退
職

２
０
２
３
年
４
月　

　
京
都
大
学
理
事
・
副
学
長

※
江
上
先
生
は
常
務
理
事
（
２
０
１
１
年
４
月
〜
18
年

３
月
）、
理
事
長
（
２
０
１
８
年
４
月
〜
21
年
３
月
）
と

し
て
京
都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
に
多
大
な
ご
貢
献
を

な
さ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

王
　
涛
（W

ang T
ao

）

京
都
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部　
准
教
授

２
０
２
３
年
９
月
30
日　
退
職

教
員
の
紹
介
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昭
和
62
年
卒

公
認
会
計
士

そ
し
て
社
外
役
員
へ

　
平
成
18
年
に
経
済
学
部
を
卒
業
し
、
公
認
会
計
士
と
し
て
勤
務
し
て
18
年
が
経
ち
ま
し
た
。

ご
存
知
の
通
り
公
認
会
計
士
は
監
査
及
び
会
計
の
専
門
家
で
あ
り
、
財
務
書
類
そ
の
他
の
財
務
に
関

す
る
情
報
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
等
の
公
正
な
事
業
活
動
、
投
資
者
及
び
債
権

者
の
保
護
等
を
図
り
、
も
つ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
で
は
諸
富
ゼ
ミ
に
所
属
し
ま
し
た
。
先
生
の
専
門
は
財
政
・
環
境
の
ゼ
ミ
で
す
が
、
募
集
初

年
度
と
い
う
こ
と
で
個
性
的
な
学
生
が
集
ま
り
、
就
職
後
に
す
ぐ
に
退
職
し
今
は
会
社
員
と
研
究
者

の
二
足
の
草
鞋
を
履
く
友
人
や
、
大
手
企
業
か
ら
転
職
し
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
役
員
と
な
っ
た
友
人

と
出
会
い
ま
し
た
。

　
公
認
会
計
士
の
仕
事
は
、
直
接
的
に
財
政
・
環
境
に
関
わ
る
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
非
営
利

法
人
等
の
監
査
業
務
を
通
じ
て
知
識
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

諸
富
ゼ
ミ
で
は
先
生・現
役
生
の
尽
力
に
よ
り
、
定
期
的
に
ゼ
ミ
の
同
窓
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
様
々

な
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
話
を
聞
く
こ
と
が
非
常
に
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
後
は
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
京
都
事
務
所
で
２
年
半
ほ
ど
勤
務
し
、
独
立
開
業
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ト
ー
マ
ツ
時
代
の
先
輩
に
ひ
か
り
監
査
法
人
で
の
非
常
勤
業
務
を
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の
後

社
員
（
一
般
企
業
に
お
け
る
取
締
役
）
に
就
任
し
８
年
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
。

　
ひ
か
り
監
査
法
人
は
京
都
に
本
部
が
あ
り
、
近
年
は
東
京
・
福
岡
に
拠
点
が
拡
大
し
て
お
り
、
常

に
人
の
縁
の
大
事
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
公
認
会
計
士
法
の
改
正
に
よ
り
、
上
場
企
業
の
監
査
を
行
う
監
査
法
人
は
よ
り
高
い

規
律
付
け
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
通
常
の
監
査
業
務
に
加
え
て
、
品
質
管
理
担
当
と
し
て
事

務
所
の
品
質
管
理
業
務
（
個
別
の
監
査
業
務
の
チ
ェ
ッ
ク
、
監
査
法
人
の
規
程
・
監
査
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
等
）を
担
当
し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に
法
律・規
則
等
が
改
正
さ
れ
る
た
め
、日
々
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
が
必
要
で
、
主
体
的
に
監
査
法
人
の
規
程
等
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
所
属
す
る
監
査
法
人
は
ま
だ
ま
だ
中
小
規
模
で
あ
り
、
各
領
域
で
活
躍
す
る
卒
業
生
と
自
ら
を
比

べ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
現
在
の
組
織
・
立
場
で
主
体
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
社
会
へ
の

貢
献
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
の
組
織
・
立
場
で

主
体
的
に
活
動
を

三
王
　
知
行

中
森
　
真
紀
子

　
学
部
で
は
経
営
学
科
の
野
村
秀
和
先
生
の
ゼ
ミ
で
管
理
会
計
・
企
業
分
析
を
学
び
ま
し

た
。
卒
業
後
は
民
営
化
し
て
間
も
な
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
入
社
し
、
経
営
企
画
本
部
に
配
属
さ
れ

た
が
３
年
で
結
婚
退
職
。
そ
の
後
に
再
就
職
を
希
望
し
た
も
の
の
、
門
戸
は
狭
く
壁
に
つ

き
あ
た
り
ま
し
た
。
模
索
す
る
中
で
、
公
認
会
計
士
の
資
格
を
取
っ
て
仕
事
に
戻
れ
た
の

は
、
ゼ
ミ
で
会
計
や
企
業
分
析
に
触
れ
て
い
た
お
か
げ
で
す
。
模
範
的
な
学
生
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
っ
か
け
を
与
え
て
下
さ
っ
た
野
村
先
生
そ
し
て
ゼ
ミ
の
先
輩
、
同

期
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
し
た
後
は
大
手
監
査
法
人
に
５
年
半
勤
務
し
た
後
、
独
立
し
て
自

分
の
事
務
所
を
構
え
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
30
年
に
な
り
ま
す
。
転
機
は
２
０
０
０
年
、
今

ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
仕
事
と
巡
り
合
い
ま
し
た
。
あ
る
企
業
か
ら
、
社
外
監
査
役
を

依
頼
さ
れ
た
の
で
す
。
監
査
法
人
に
勤
務
し
て
い
た
時
に
、
そ
の
会
社
の
上
場
準
備
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
ご
縁
で
し
た
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
注
目
さ
れ
る
時
代
の
流
れ
も

あ
っ
て
、
そ
の
後
も
様
々
な
会
社
で
独
立
社
外
役
員
を
頼
ま
れ
、
引
き
受
け
て
き
ま
し
た
。

専
門
分
野
だ
け
だ
っ
た
自
分
の
視
野
も
徐
々
に
広
が
り
、
経
営
の
現
場
に
関
わ
る
こ
と
へ

の
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。
京
大
経
済
学
部
で
過
ご
し
た
日
々
が
企
業
経
営
へ
の
興
味
を
育

ん
で
く
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
今
の
一
番
の
関
心
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
す
。
入
学
当
時
、
経
済
学
部

の
同
期
女
子
は
全
体
で
約
２
０
０
人
の
う
ち
10
人
ほ
ど
で
し
た
。
就
職
し
た
年
は
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
施
行
２
年
目
。
総
合
職
と
い
う
言
葉
自
体
も
ま
だ
目
新
し
く
、
結
婚
し
た

ら
家
庭
に
入
る
と
い
う
の
も
女
性
の
普
通
の
選
択
肢
で
し
た
。
今
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
て
も
女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
は
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
本
当
に
平
等

な
条
件
で
働
く
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
日
本
の
２
０
２
４
年
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
キ
ャ
ッ
プ
指
数
は
１
１
８
位
。
加
え
て
こ
れ
か
ら
の
人
口
少
子
化
・
高
齢
化
を
ど
う

解
決
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
企
業
の
経
営
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
社
外
役

員
と
い
う
客
観
的
な
視
点
を
求
め
ら
れ
る
仕
事
を
通
じ
て
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
働
き
か
け
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

卒業生だより

平
成
18
年
卒
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卒
業
か
ら
10
年
余
り
が
経
過
し
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
30
代
の
卒
業
生
と
し
て
寄
稿

す
る
と
い
う
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
10
年
、
30
年
と
い
う
ス
パ
ン
で
、
こ
れ
ま
で
の

振
り
返
り
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
２
０
１
２
年
に
大
学
を
卒
業
後
、
メ
ガ
バ
ン
ク
に
入
行
し
ま
し
た
。
約
４
年
間
の

営
業
経
験
を
経
て
、
経
営
企
画
部
に
異
動
し
、
リ
サ
ー
チ
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
の
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
業
務
、
税
制
改
正
要
望
活
動
、
経
営
ト
ッ
プ
の
対
外
活
動
サ
ポ
ー
ト
等
、
こ
の
約

10
年
の
間
に
様
々
な
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
一
昨
年
度
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
中
期
経

営
計
画
を
策
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
専
従
し
、
昨
年
度
か
ら
は
そ
の
中
期
経
営

計
画
を
着
実
に
進
め
る
べ
く
、
経
営
管
理
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
奇
し
く
も
こ
の
３
月
に
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
解
除
さ
れ
、
い
よ
い
よ
わ
が
国
経
済
が
再

成
長
に
転
じ
よ
う
と
す
る
動
き
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
１
９
８
９
年
と
い
う
バ
ブ
ル
の

最
終
局
面
に
生
ま
れ
、
人
生
の
大
半
を
「
失
わ
れ
た
30
年
」
の
中
で
過
ご
し
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
中
期
経

営
計
画
で
も
打
ち
出
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
30
年
を
、
経
済
の
成
長
と
と
も
に
社
会

課
題
が
解
決
に
向
か
い
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
が
幸
福
を
感
じ
ら
れ
る
「
幸
せ
な
成
長
」

の
時
代
と
し
た
い
。
こ
の
目
標
を
実
現
す
べ
く
、
今
後
30
年
間
は
続
く
で
あ
ろ
う
社
会
人

生
活
の
中
で
、
微
力
な
が
ら
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な

る
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
方
、
私
生
活
で
は
、
ワ
イ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
を
は
じ
め
、
こ
の
10
年
で
様
々
な
趣
味
と

出
会
い
ま
し
た
。
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
の
ワ
イ
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
日
本
キ
ャ
ン
プ
協
会

の
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
、
趣
味
が
高
じ
て
資
格
も
取
得
し
、
家
族
に
は
呆
れ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、次
の
10
年
も
、更
に
知
見
を
深
め
、趣
味
の
幅
も
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、

公
私
と
も
に
「
広
く
、
深
い
」
人
間
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
10
年
後
に
は
長
男
が
大
学
受
験
で
す
。
親
の
エ
ゴ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
と
同
様
に
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
顔
で
京
都
大
学
の
門
を
叩
い
て
い
る
こ
と

を
少
し
だ
け
期
待
し
つ
つ
、
筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 平

成
24
年
卒

10
年
後
、
30
年
後
の未

来
に
向
け
て

長
野
　
弘
和

　
２
０
１
９
年
に
大
学
を
卒
業
し
、
新
卒
で
大
手
航
空
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
運
航
の

現
場
業
務
を
経
験
し
た
後
、
現
在
は
東
京
で
全
社
の
予
算
策
定
に
加
え
原
価
分
析
、
ひ
い

て
航
空
事
業
の
分
析
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
で
い
つ
も
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
一
語
で
表
す
と
そ
れ
は
、「
な
ぜ
」。
振
り
返
る

と
こ
の
意
識
は
、京
都
で
過
ご
し
た
４
年
間
で
染
み
つ
い
た
感
覚
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
ぜ
こ
の
手
法
だ
と
適
切
に
評
価
で
き
な
い
の
か
、
な
ぜ
こ
の
段
階
で
こ
れ
を
検
討
す
べ

き
な
の
か
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
広
が
る
「
で
は
ど
う
す
れ
ば
」
の
問
い
が
、
今
の
思
考
の

土
台
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
私
の
な
ぜ
、
と
ど
う
す
れ
ば
、
に
呼
応
し
て
一
緒
に
議

論
に
乗
っ
て
く
れ
た
ゼ
ミ
の
同
期
を
は
じ
め
と
す
る
同
輩
や
先
輩
後
輩
に
、
今
更
な
が
ら

感
謝
の
気
持
ち
が
湧
き
立
つ
思
い
で
す
。

　
ご
存
じ
の
通
り
航
空
業
界
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
大
き
な
試
練
を
受
け
た
業
界
の
一
つ
で
す
。

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
に
向
け
波
に
乗
ろ
う
と
し
た
勢
い
が
一
転
、
長
く
暗
い
ト
ン
ネ
ル

に
迷
い
込
み
ま
し
た
。
当
時
私
は
関
西
空
港
で
勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
待
っ
て
い
た

の
は
伽
藍
堂
の
ロ
ビ
ー
と
仕
事
が
な
い
苦
悩
。
社
会
人
２
年
目
で
、
得
体
の
知
れ
ぬ
焦
燥

感
を
感
じ
ず
に
は
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
支
え
の
一
つ
と

な
っ
た
の
も
、「
な
ぜ
」
の
思
考
と
、
大
学
の
友
人
た
ち
で
し
た
。
な
ぜ
今
こ
の
境
遇
に

と
思
え
ば
、
本
を
読
み
知
識
を
蓄
え
、
機
を
見
て
同
期
と
集
ま
っ
て
は
知
を
発
散
す
る
。

母
校
を
共
に
す
る
聡
明
な
同
志
た
ち
か
ら
受
け
た
刺
激
と
快
楽
は
、
確
と
記
憶
に
刻
み
込

ま
れ
、今
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
航
空
会
社
で
環
境
政
策
を
作
り
た
い
。」

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
空
港
や
機
内
に
多
く
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
戻
っ
て
き
た
の
を
見
る

と
、
入
社
を
決
め
た
小
さ
な
目
標
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
気
を
引

き
締
め
る
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
い
ま
す
。

　
仕
事
で
も
私
生
活
で
も
、
老
若
男
女
、
大
学
の
同
窓
生
と
お
会
い
す
る
と
ふ
と
嬉
し
い

気
持
ち
が
湧
く
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
考
え
る
こ
と
を
や
め
、
た
ま
に
京
都
を
訪

れ
て
み
て
も
、
結
局
は
そ
れ
ぞ
れ
で
活
躍
す
る
そ
の
多
く
の
方
々
に
想
い
を
馳
せ
、
空
か

ら
眺
め
る
京
の
街
に
ど
こ
か
後
押
し
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
な
ぜ
」
の
思
考
と
友
人
と朱

　
暁

平
成
31
年
卒



体育会ボウリング部体育会ボウリング部
Club ＆ Circle introduction

「さあ一丁 !」「せいっ!」
「ボールはそのままでいいから、もう3 枚内側のライン

を通した方がいいんじゃない ?」「了解 !」
試合でこんな声が聞こえてくる弊部、さて何部だと思い

ますか ?

我々は本年で創設 60 年目を迎える、京都大学体育会ボ
ウリング部です。2024 年 3 月現在、部員 25 名（うち経
済学部生 2 名）で活動しています。今回は我々の取り組
む競技ボウリングについて簡単に説明し、弊部が主眼に置
いて取り組んでいる関西学生リーグ戦についても少しご紹
介したいと思います。少しでもボウリングに興味を持っても
らえたら幸いです。

早速ですが、競技ボウリングについて解説します。皆さ
んがボウリングと言われて思い浮かぶイメージは、概ねこ
のようなものではないでしょうか ?「店頭のシューズとボー
ルで 1 番先頭に立っているピンを目掛けて思いっきり投げ
る !」。確かに私も高校時代のイメージはこのようなもの
でした。しかし、実はレーンの上にはオイルが載っており、
その濃淡をうまく活用してストライクを狙う、これが競技ボ
ウリングです。更にボールについても様々な種類があり、
摩擦力の大小、ボールの中のコアの強弱、ボールの表面
素材などに違いがあり、それらを考えながら、どのボール
を使ってどのラインを投げるかを考えます。投げるライン
についても、ボウリングのレーンを構成する幅 2.54cm の
板 1 枚単位で調整します。

そんな競技ボウ
リングに取り組む
中で、弊部が主眼
に置いているのは、
春 と 秋 の 年 2 回
行われる関西学生
リーグ戦です。こ
の試合は、弊部の
代表 5 名と対戦校
の代表 5 名が同じ
レーンで投げ、合
計スコアの高い学
校が勝利となりま
す。1 人 でもでき
る個人競技のボウリングですが、リーグ戦などのチーム戦
においてはチーム競技の要素もあります。例えば、チーム
メンバーのうち 1 名が対戦校の選手が投げているラインを
わざと摩擦力の強いボールで投げて邪魔するという戦術を
とったり、掛け声をチーム全体で統一したり、投げるライ
ンのアドバイスや共有をしたりします。本稿の最初に紹介
した声もこのリーグ戦でのひとコマです。我々は部全体で
リーグ戦に取り組み、京都産業大学や同志社大学といった
強豪校に一矢報いることを目標に取り組んでいます。

弊部の紹介を通して、競技ボウリングの面白さや奥深さ
が少しは伝わったでしょうか ?

もっと様子が知りたいという方は是非「関西学生ボウ
リング連盟」の YouTube チャンネル（https://www.
youtube.com/@kansaigakuseibowling）を覗いてみ
てください !

令和6年卒 佐藤 友哉
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令和 6年卒　依岡　凜汰郎
はじめまして、原良憲ゼミのゼミ長を務めました依岡凜

汰郎と申します。この場をお借りして私から本ゼミの活動
についてご報告させていただきます。

私たちは、原良憲教授の専門であるイノベーションマネ
ジメントを中心に、経営学のさまざまな領域を探求してい
ます。イノベーションがどのように社会や経済に影響を与
え、それを管理し発展させていくかに焦点を当てた学習は、
現代の変化に富んだ社会において特に意義深いものです。
理論の研究から実際のビジネスシーンでの応用まで、幅広
い知見を深めています。

ゼミの日常活動は、テーマに基づくグループ研究と班発
表によって構成されています。各班が交代で発表を行い、
発表のない週は他の班のプレゼンテーションを聞き、それ
に基づいて議論を行います。この対話を通じて、多角的な
視野を養い、批判的に考える力を育てています。

特に注目すべき年間行事として、2 月の東京研修があり
ます。この研修では、様々な企業を訪問し、イノベーショ
ンマネジメントが実際にどのように行われているかを視察し

ます。ゼミ生によるプレゼンテーションも行われ、企業の
社員からの深い洞察に満ちたフィードバックを得ることがで
きます。この経験は、学んだことを現実のビジネスに適用
する上で非常に価値があります。

2023 年度をもって、原教授は京都大学を退職されまし
た。そのため、新しいゼミ生の募集は行われませんが、原
先生が計 17 代にわたって築き上げたゼミのコミュニティは
今でもしっかりと存続しています。そしてこれからもその貴
重な輪はつながれていくものと存じます。教授から学んだ
知識と経験は、私たちの今後の研究やキャリアにおいて、
引き続き大きな指針となることでしょう。

末筆にはなりますが、ここに、献身的な指導と支援に感
謝の意を表します。原良憲教授の深い洞察と際限ない好
奇心に触れながら学べたことは、私たちにとって大きな幸
運でした。教授が築かれたこのゼミの伝統を大切にし、私
たちなりの形で未来へと繋げていくことを誓います。改め
て心より感謝申し上げますとともに、新たな環境でのさら
なるご活躍をお祈り申し上げます。

原先生退官式 _ ゼミ生と 原先生退官式

原ゼミ卒業式
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在学生イベント！2023
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２
０
２
３
年
６
月
29
日
（
木
）
に
百
周
年

時
計
台
記
念
館
国
際
交
流
ホ
ー
ル
に
て
「
在

学
生
イ
ベ
ン
ト
！
２
０
２
３
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
在
学
生
イ
ベ
ン
ト
は
、
経
済
学
部
と

の
共
催
で
、
経
済
学
部
生
が
自
由
に
参
加
で

き
る
講
演
会
と
学
生
特
別
会
員
限
定
の
交
流

会
か
ら
構
成
さ
れ
、
在
学
中
か
ら
同
窓
会
を

身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

趣
旨
で
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
５
月

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
「
５
類
感
染
症
」

に
移
行
し
た
た
め
、
２
０
２
３
年
度
は
４
年

ぶ
り
に
食
事
を
伴
っ
た
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
（
以
下
、
肩
書
き
は
イ
ベ
ン
ト
当
日
の

も
の
で
す
）。

【
講
演
会
】

講
演
会
は
、
鈴
木
拓
海
さ
ん
（
３
回
生
）

の
司
会
で
、
経
済
学
部
長
（
同
窓
会
理
事
長
）

の
依
田
高
典
先
生
の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た
。
講
演
会
の
講
師
は
平
成
31
年
に
卒
業
さ

れ
、
有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
で
公
認

会
計
士
と
し
て
お
勤
め
の
池
田
ひ
な
た
さ
ん

で
す
。「
公
認
会
計
士
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？

︱
「
先
生
」
と
し
て
働
く
や
り
が
い
︱
」
と

題
し
、
公
認
会
計
士
、
監
査
証
明
業
務
、
そ

し
て
、
公
認
会
計
士
と
し
て
の
働
き
方
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
公
認
会
計
士
の
業

務
内
容
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

公
認
会
計
士
と
し
て
働
く
や
り
が
い
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
池
田
さ
ん
は
、

会
計
や
税
務
の
専
門
知
識
を
持
っ
て
社
会
に

出
た
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
通
常
の
会
社

員
と
は
異
な
っ
た
業
務
を
行
い
た
か
っ
た
た

め
に
、
公
認
会
計
士
を
目
指
さ
れ
、
在
学
中

（
３
回
生
）
に
論
文
式
試
験
に
合
格
さ
れ
ま
し

た
。
監
査
証
明
業
務
を
行
う
た
め
に
は
、
取

引
の
仕
訳
内
容
を
理
解
す
る
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
経
営
者
へ
の
定
期
的
な
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
よ
っ
て
会
社
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で

ど
の
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

生
産
・
営
業
現
場
の
体
制
や
課
題
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
な
ど
網
羅
的
に
理
解
す
る
必
要

が
あ
り
、
会
社
全
体
を
俯
瞰
的
に
捉
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
公
認
会
計
士
と
し
て
働
く
上
で
、
１
つ

の
部
門
に
い
る
だ
け
で
得
ら
れ
な
い
情
報
や

体
験
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
良
か
っ
た
一
方
で
、

目
上
の
人
か
ら
の
質
問
や
相
談
に
答
え
る
知

識
を
備
え
る
こ
と
は
大
変
で
あ
る
と
仰
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
専
門
家
と
し
て
質
問
や
相

談
に
答
え
る
こ
と
は
、
信
頼
や
や
り
が
い
に

つ
な
が
る
と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

女
性
が
公
認
会
計
士
と
し
て
働
く
意
義
と
し

て
、
資
格
を
一
度
取
得
す
れ
ば
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
中
で
職
場
を
離
れ
て
も
復
帰
し
や

す
い
と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。
講
演
後
に

参
加
者
か
ら
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
模
索

し
て
い
る
も
の
の
、
会
計
数
値
の
不
正
の
傾

向
を
AI
に
学
習
さ
せ
デ
ー
タ
分
析
す
る
こ
と

に
興
味
が
あ
る
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
初

の
予
定
を
超
過
し
講
演
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

【
交
流
会
】

２
０
２
３
年
度
は
、
２
０
２
２
年
度
と
異

な
り
、
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。
交
流
会
は
、竹
上
尋
規
さ
ん（
３

回
生
）
の
司
会
で
、
講
演
内
容
に
つ
い
て
質

疑
応
答
の
後
に
、
チ
ー
ム
対
抗
の
ク
イ
ズ
ビ

ン
ゴ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
ビ
ン

ゴ
大
会
と
は
、
学
生
特
別
会
員
が
考
え
た
京

都
大
学
に
関
す
る
様
々
な
４
択
問
題
に
チ
ー

ム
で
解
答
し
、
正
解
チ
ー
ム
が
好
き
な
番
号

を
１
つ
選
び
、

チ
ー
ム
の
う
ち

３
人
が
ビ
ン
ゴ

達
成
で
ク
リ
ア

す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
ク
リ

ア
し
た
順
番
に

よ
っ
て
順
位
を

つ
け
、
１
~
３

位
の
チ
ー
ム
に

は
、
コ
ー
ヒ
ー

メ
ー
カ
ー
、
ス

チ
ー
ム
ア
イ
ロ

ン
、
た
こ
焼
き

器
な
ど
の
景
品

を
用
意
し
ま
し

た
。
ク
イ
ズ
ビ

ン
ゴ
大
会
を
通

じ
て
、
参
加
者

間
で
交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
、

大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
交
流
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に

は
、
記
念
品
と
し
て
、
同
窓
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
ノ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
を
配
布
し

ま
し
た
。

学
生
企
画
委
員
会
の
宍
道
晴
太
さ
ん
、
鈴

木
拓
海
さ
ん
、
竹
上
尋
規
さ
ん
、
田
中
隼
人

さ
ん
、
徳
廣
和
真
さ
ん
、
村
上
雄
哉
さ
ん
に
、

企
画
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
お
手
伝
い
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
生
企
画
委
員
会
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
、
無
事
に
在
学
生
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
依

田
先
生
を
は
じ
め
、
諸
富
先
生
、
田
中
先
生
、

岩
島
先
生
、
數
村
先
生
、
ル
ー
ス
ダ
ン
先
生

に
講
演
会
や
交
流
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
学
生

特
別
会
員
で
ま
だ
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

方
は
、
是
非
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

草
野
真
樹

（
前
同
窓
会
学
内

企
画
委
員
長
）



同
窓
会
総
会
報
告

令
和
５
年
度

文 名誉教授相亰会長
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い
て
提
案
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
拍
手
を
も
っ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
方
針
は
、
①

昨
年
度
に
報
告
し
た
財
政
再
建
の
課
題
に

つ
い
て
、
改
革
第
一
弾
と
し
て
２
０
０
万

円
の
支
出
削
減
策
を
本
部
で
検
討
し
、
次

年
度
理
事
会
・
総
会
に
諮
る
こ
と
、
②
全

国
会
員
向
け
「
オ
ン
ラ
イ
ン
経
済
懇
話
会
」

の
開
始
な
ど
を
軸
と
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
・
総
会

講
演
会
は
文
世
一
名
誉
教
授
・
同
志
社

大
学
教
授
に
よ
り
、「
公
共
交
通
の
経
済
分

析
」
と
題
し
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
人
口
減

少
と
自
動
車
依
存
の
進
行
に
よ
り
、
鉄
道
、

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
持
続
可
能
性
の

問
題
に
着
眼
し
、
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

の
よ
う
な
新
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
課
題
に
つ
い
て
解
説
を
い
た
だ
き
、

質
疑
応
答
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

総
会
は
諸
富
徹
教
授
・
理
事
を
議
長
に

選
出
し
、
相
亰
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
会
計
報
告
、
新
役
員
（
田
中
常
務
理
事
）

を
承
認
、
続
い
て
記
念
写
真
を
撮
影
し
ま

し
た
。
本
総
会
に
て
、林
田
素
行
副
会
長（
九

州
南
部
支
部
長
、
昭
44
）、
柄
澤
康
喜
副
会

長
（
東
京
支
部
長
、
昭
50
）、
薬
真
寺
偉
臣

副
会
長
（
九
州
北
部
支
部
長
、
昭
55
）、
丸

野
香
代
子
理
事
（
九
州
南
部
支
部
、
昭
55
）、

村
上
秀
幸
理
事
（
同
、
平
５
）、
原
田
佑
嗣

監
事
（
近
畿
支
部
、
平
18
）
が
新
た
に
選

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
令
和
４
年

度
決
算
お
よ
び
、
本
部
役
員
一
覧
は
本
誌

当
該
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

懇
親
会

池
上
惇
先
生
は
じ
め
４
名
の
名
誉
教
授

と
８
名
の
教
員
の
出
席
の
も
と
、
村
田
武

副
会
長
（
愛
媛
支
部
長
、
昭
41
）
の
開
会

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
池
上
先
生
の
ご
発
声

に
よ
り
乾
杯
と
な
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
様
に
破
格

の
条
件
で
宴
席
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
同
窓
会
本
部
に
よ
り
銘
酒
が
用

意
さ
れ
、
笑
顔
と
歓
談
が
尽
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
年
度
内
に
支
部
長
の
交
代
が
あ
っ
た

各
支
部
お
よ
び
支
部
総
会
を
控
え
る
槌
野

吉
郎
副
会
長
（
近
畿
支
部
長
、
昭
50
）
よ

り
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
、
依
田
理
事
長

に
よ
る
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、
盛
況
の
う

ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
参
加

者
全
員
に
記
念
品
と
し
て
同
窓
会
特
製
ミ

ニ
ノ
ー
ト
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。

田
中
彰
（
常
務
理
事
）

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
同
窓
会
総

会
は
２
０
２
３
年
10
月
28
日
（
土
）、
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
実
に
４
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
と
な

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
を
告
げ
る
歓
喜
の
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

理
事
会

24
名
の
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。
相
亰

重
信
会
長
（
昭
47
）、
依
田
高
典
理
事
長
・

経
済
学
研
究
科
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

２
０
２
３
年
１
月
に
逝
去
さ
れ
た
故
・
千

葉
昭
副
会
長
・
香
川
支
部
長
（
昭
44
）
に

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
事
業

及
び
会
計
報
告
（
田
中
彰
常
務
理
事
・
副

研
究
科
長
）、
会
計
監
査
報
告
（
吉
田
靖
司

監
事
、
昭
60
）、
新
役
員
の
選
出
、
令
和
５

年
度
予
算
案（
田
中
常
務
理
事
）に
続
い
て
、

依
田
理
事
長
よ
り
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
に
、

本
年
３
月
に
理
事
長
を
退
く
依
田
高
典
教

授
か
ら
入
試
改
革
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

な
ど
こ
の
３
年
間
の
取
組
み
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
い
た
。

（
※
１
）

パ
ネ
リ
ス
ト
：

柄
澤 

康
喜
氏

（
１
９
７
５
年
卒
、
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン

シ
ュ
ア
ラ
ン
ス 

グ
ル
ー
プ 

ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

取
締
役
会
長
）

昨
年
８
月
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
初
め
て
対

面
で
の
理
事
会
を
開
催
。
様
々
な
環
境
変

化
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら

の
支
部
活
動
は
何
を
目
的
と
し
、
ど
の
よ

う
に
運
営
す
る
こ
と
が
そ
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
の
か
、
忌
憚
な
い
意
見
を
交
わ
し

熟
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
シ
ニ
ア
世
代
に

偏
っ
て
い
た
参
加
者
を
全
世
代
に
広
げ
、

世
代
を
超
え
て
交
流
し
共
助
す
る
と
い
う

云
わ
ば
同
窓
会
の
本
質
的
な
提
供
価
値
を

実
現
す
べ
く
改
革
を
行
う
こ
と
が
あ
ら
た

め
て
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
本
年
１
月
に
開

催
し
た
新
春
経
済
交
流
会
で
は
、「
世
代

を
超
え
て
創
る
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
未

来
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
１
９
７
５
年
卒

か
ら
２
０
１
３
年
卒
の
方
々
（
※
１
）
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
１
９
８
０
年
代
、
１
９
９
０
年
代
、

２
０
０
０
年
代
、
２
０
１
０
年
代
の
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
20
名
の
ほ
ぼ
同
数
、
そ
れ

以
外
の
年
代
も
入
れ
計
約
１
０
０
名
と
い

う
従
来
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
参
加
者
構
成
と
な
っ
た
。

岡
﨑 

健
氏

（
１
９
８
８
年
卒
、
株
式
会
社
フ
ァ
ー

ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ 

取
締
役　

グ

ル
ー
プ
上
席
執
行
役
員
兼
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）

宇
野 

雄
哉
氏

（
２
０
１
０
年
卒
、
経
済
産
業
省 

経
済

産
業
政
策
局 

調
査
課 

課
長
補
佐
）

辻
中 

仁
士
氏

（
２
０
１
３
年
卒
、
株
式
会
社
ナ
ウ

キ
ャ
ス
ト 

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

モ
デ
レ
ー
タ
：

中
森 

真
紀
子
氏

（
１
９
８
７
年
卒
、
中
森
公
認
会
計
士

事
務
所 

代
表 

／  

伊
藤
忠
商
事
株
式

会
社 

社
外
取
締
役
）

若
い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
た
要
因
と

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
刷
新

と
と
も
に
、
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
募
集
方

法
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
と
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
）
で
の
告
知
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
こ
と
も
功
を
奏
し
た
。
現

在
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は

２
０
０
を
超
え
も
は
や
支
部
活
動
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
た
。

５
月
の
支
部
総
会
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
、
今
年
か
ら
ハ
ガ
キ
に
よ
る
受

付
は
や
め
、
原
則
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
申
込
の
み
と
し
た
。
正
直
、
従
来
多

数
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
シ
ニ
ア
層
が

支部総会 集合者写真

新春経済交流会パネルディスカッション

新春経済交流会
依田前理事長ご挨拶
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味
と
文
化
的
活
動
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）︾

と
い
う
テ
ー
マ
別
の
テ
ー
ブ
ル
で
参
加
者

間
の
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
来
年
の
支
部
総
会
は
、

２
０
２
５
年
５
月
10
日
㈯
16:

00
~
19:

00

に
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京　
11
階
「
瑞
宝
」

で
開
催
（
学
士
会
館
が
２
０
２
９
年
ま
で

改
修
に
よ
り
閉
館
）
是
非
ご
参
集
を
！

常
務
理
事　
荒
木
隆
司
（
昭
和
56
年
卒
）

（
※
２
）

田
中
彰　
経
済
学
研
究
科
副
研
究
科
長
・

教
授
（
同
窓
会
常
務
理
事
）、
諸
富
徹　
経

済
学
研
究
科
教
授
（
同
窓
会
常
務
理
事
、

学
内
企
画
委
員
長
）、
坂
出
健　
経
済
学
研

究
科
教
授
（
学
内
企
画
委
員
会
副
委
員
長
）、

岩
島
史　

経
済
学
研
究
科
講
師
（
学
内
企

画
委
員
）

懇
親
会
は
、
相
亰
重
信
同
窓
会
会
長
の

乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
、
昨
年
に
続
き

︽
同
期
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
︾
の
テ
ー

ブ
ル
に
加
え
、
今
回
は
事
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
基
づ
き
︽
経
済
と
金
融
政
策
︾︽
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
︾︽
企
業

経
営
と
組
織
づ
く
り
︾︽
中
小
企
業
経
営
と

地
域
創
生
︾︽
産
学
連
携
︾︽
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
︾︽
趣

た
先
生
方
（
※
２
）
の
ご
紹
介
を
い
た
だ

い
た
後
、
現
在
経
済
学
部
で
取
り
組
ん
で

い
る
改
革
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
常
務
理
事
の
荒
木
か
ら
は
第
33

期
の
収
支
決
算
の
説
明
や
そ
の
期
間
の
活

動
に
加
え
、
本
会
の
企
画
運
営
が
18
人
の

卒
業
生
の
有
志
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
等
を
報
告
し
た
。

激
減
し
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
が
、

１
４
０
名
も
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
杞

憂
に
終
わ
っ
た
。（
当
日
現
金
で
の
受
付
も

継
続
！
）

支
部
総
会
は
、
ま
ず
は
冒
頭
の
講
演
で
、

京
都
大
学
ご
出
身
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
も

受
賞
さ
れ
た
旭
化
成
株
式
会
社
名
誉
フ
ェ

ロ
ー
の
吉
野　

彰
先
生
に
「
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
が
拓
く
未
来
社
会
」
と
い
う
演

題
で
、
未
来
に
つ
な
が
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
具
体
的
な
素
晴
ら
し
い
お
話

を
い
た
だ
い
た
。

支
部
総
会
が
学
歌
と
と
も
に
始
ま
り
、

ま
ず
は
柄
澤
康
喜
支
部
長
が
こ
れ
か
ら
の

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
の
抱
負
が
述
べ
ら

れ
た
。
続
い
て
、
今
年
の
４
月
に
経
済
学

研
究
科
長
及
び
同
窓
会
理
事
長
に
就
任
さ

れ
た
若
井
克
俊
教
授
よ
り
今
回
参
加
さ
れ

若井克俊理事長ご挨拶

吉野彰氏ご講演柄澤康喜支部長ご挨拶

先生方ご紹介

相亰重信会長 懇親会ご挨拶
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が
な
さ
れ
、
続
い
て　

草
野　

真
樹
教
授　

か
ら ｢

会
計
基
準
の
変
更
が
投
資
家
と
経

営
者
に
及
ぼ
す
影
響
」
と
題
し
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
リ
ー
ス
取
引
な

ど
で
注
記
で
の
開
示
か
ら
財
務
諸
表
本
体

で
の
認
識
へ
の
会
計
基
準
の
変
更
が
、
会

計
情
報
の
作
成
者
と
利
用
者
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
後
、
ガ
ス
ビ
ル
食
堂
に
お
い
て
、
28
名

の
参
加
で
立
食
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

活
動
報
告
：
２
０
２
３
年
度
、
支
部
講

演
会
と
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
支
部
講

演
会
は
８
月
４
日
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
会
長
兼

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
家
次　

恒
氏
（
昭
和

48
年
・
経
済
学
部
卒
）
を
講
師
に
お
迎
え

し
「
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
の
成
長
と
共
に

－

私

が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と　

ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
進
化
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
題
し
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
我
々
の
健
康
管
理
に

は
欠
か
せ
な
い
検
体
検
査
分
野
や
、
新
た

な
感
染
症
や
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、

変
化
を
続
け
る
医
療
領
域
に
挑
戦
し
て
い

る
内
容
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
他
支
部
の

方
々
に
も
お
声
が
け
し
、
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
、
対
面　

33
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
64
名
（
内
他
支
部　

42
名
）、
合
計
97
名
の
方
に
申
込
み
い
た
だ

き
ま
し
た
。

11
月
24
日
に
は
第
11
回
支
部
総
会
を
対

面
で
開
催
し
ま
し
た
。
同
窓
会
本
部
か
ら

は
経
済
学
研
究
科
長
・
経
済
学
部
長
の
依

田
理
事
長
他
先
生
方
や
名
誉
教
授
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
依
田
先
生
か
ら
祝
辞
を
頂

戴
し
、
田
中
常
務
理
事
か
ら
は
経
済
学
部

の
状
況
や
同
窓
会
本
部
の
活
動
な
ど
お
話

し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
総

会
で
は
活
動

報
告
、
会
計

報
告
、
新
役

員
の
紹
介

講演会 家次　恒氏

今
年
度
の
活
動
予
定

　
　
　
（
詳
細
は
別
途
ご
案
内
致
し
ま
す
）

·
支
部
講
演
会

日
時
：
９
月
２
日（
月
）18：30
~
20：00

場
所
：
Ｏ
Ｍ
Ｅ
（
大
阪
ガ
ス
御
堂
筋
東
）
ビ
ル

　
３
Ｆ
ホ
ー
ル

　
講
師
：
楠
木　
新
氏　
　
　

演
題
：﹃「
い
い
顔
」
で
生
き
る
﹄

（
京
都
大
学
法
学
部
卒
、　

著
述
家
、
元

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授　

著
書

~
「
定
年
後
」、「
人
事
部
は
見
て
い
る
」、

「
転
身
力｣

他
多
数
）

·
支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

日
時
：
12
月
13
日（
金
）
17：30
~

場
所
：
大
阪
ガ
ス
本
社
ビ
ル

新
支
部
長
の
選
出
：
５
月
31
日
に
開
催

さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
梅
谷
幸
弘
氏

（
平
成
３
年
卒
）
が
新
支
部
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
新
支
部
長
の
下
、
経
済
学
部
同

窓
の
絆
が
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

槌
野
吉
郎
（
昭
和
50
年
卒
）草野　真樹教授 依田　高典教授
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講演会 家次　恒氏

年
は
、
三
谷
仁
志
氏
（
経
済
学
部
平
成
８

年
卒
、
㈱
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
＆
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
））
に
「
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
の
現
状
と
未
来
」
に
つ
い
て
、
講
話
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

三
谷
氏
は
、
ご
家
族
の
転
勤
の
た
め
米

国
在
住
後
に
、
本
学
部
へ
入
学
、
日
本
の

総
合
商
社
に
入
社
し
米
国
Ｍ
Ｂ
Ａ
へ
留
学

さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
道
を
歩

ま
れ
て
き
た
経
歴
の
持
主
で

す
。
北
海
道
で
は
、
年
間

１
０
０
万
人
以
上
が
来
訪
す

る
旭
山
動
物
園
が
観
光
名
所

と
し
て
有
名
で
す
が
、
北

海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ

レ
ッ
ジ
は
、
開
業
初
年
度
の

２
０
２
３
年
は
３
４
６
万
人

の
来
場
、
そ
の
う
ち
約
30
％

が
道
外
か
ら
と
い
う
こ
と

で
、
野
球
の
観
戦
以
外
の
楽

し
み
方
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え

な
が
ら
提
案
し
て
き
た
結
果

と
い
う
こ
と
で
す
。
考
え

方
の
基
本
に
し
て
き
た
の

は
「
常
識
を
疑
う
」
と
い
う

こ
と
を
徹
底
し
て
き
た
と
の

こ
と
で
、
球
場
の
形
が
丸
型

で
は
な
い
の
も
常
識
を
疑
っ

て
考
え
た
結
果
と
の
こ
と
で

す
。
参
加
者
全
員
が
興
味

深
々
と
三
谷
氏
の
話
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。

北
海
道
支
部
で
は
、
２
０
１
９
年
以
来

の
同
窓
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
毎

回
、
講
話
を
企
画
し
て
２
０
１
６
年
は
町

野
和
夫
氏
（
経
済
学
部
昭
和
55
卒
、
北
大

大
学
院
経
済
研
究
科
教
授
（
当
時
））
に
、

２
０
１
８
年
は
安
酸
敏
眞
氏
（
文
学
部
昭

和
53
卒
、
北
海
学
園
大
学
学
長
（
当
時
））

に
、２
０
１
９
年
は
渡
邊
純
子
教
授
（
京
大
）

を
お
迎
え
し
、
講
話
を
受
け
ま
し
た
。
今

北海道支部同窓会

海
道
内
出
身
者
は
４
名
で
す
が
、
退
職
後

も
北
海
道
に
在
住
し
て
い
る
道
外
出
身
の

同
窓
生
や
北
海
道
に
移
住
し
て
き
た
同
窓

生
も
参
加
し
ま
し
た
。

最
後
に
札
幌
で
は
毎
年
８
月
に
関
西
六

大
学
Ｏ
Ｂ
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
も
し
北
海
道
へ
転
勤
さ
れ
ゴ
ル

フ
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
北
海
道
支

部
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
月
１
回
の
練
習

会
、
神
戸
大
学
や
東
大
と
の
対
抗
戦
も
あ

り
ま
す
。

北
海
道
支
部
　
　

酒
井
純
（
昭
和
52
年
卒
）

連
絡
先
０
１
１
（
２
７
１
）
６
４
７
７

ま
た
、
北
海
道
支
部
の
役
員
に
つ
い
て

審
議
し
、
澤
田
支
部
長
に
代
わ
り
成
田
勇

一
郎
氏
（
昭
和
42
年
卒
）
が
次
期
北
海
道

支
部
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
と
食
事
に
入
り
、
最

後
に
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
を
行
い
、
楽

し
い
同
窓
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
が
、

久
し
ぶ
り
の
同
窓
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

予
定
時
間
を
大
幅
に
超
過
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

今
後
も
同
窓
会
本
部
か
ら
の
ご
支
援
・

ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、
参
加
者
は
少
人

数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
支
部
の
灯

を
消
さ
な
い
よ
う
に
活
動
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
参

加
者
は
10
名
（
１
名
途
中
退
席
）、
う
ち
北
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は
使
い
勝
手
の
良
い
伊
予
銀
行
松
山
保
養

所
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
等
に

よ
り
使
用
禁
止
と
な
っ
た
た
め
、
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
に
変
更
し

ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
時
間
も
料
理
人
等
の
人
手

不
足
か
ら
、
夕
刻
で
の
開
催
が
難
し
く
な

り
、
昼
の
時
間
帯
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。○

総
会
・
懇
親
会

久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
例

会
は
、
９
名
の
同
窓
生
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
大
学
経
済
学

部
か
ら
は
事
務
局
の
田
村
利
恵
さ
ん
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ
様
で
賑
や
か

な
和
気
あ
い
あ
い
の
会
合
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
の
冒
頭
で
は
、
支
部
長
の
村
田
武

氏
（
昭
和
41
年
卒
、
元
愛
媛
大
学
）
か
ら

開
会
挨
拶
の
ほ
か
、
本
会
の
継
続
や
活
性

化
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
同
窓
生
の
渡
辺
勇
記
さ
ん
（
平

成
26
年
卒
、
元
い
よ
ぎ
ん
地
域
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
、
現
在
は
同
リ
ス
ク
統
括
部
）

よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
心
配
さ
れ
た
観
光
産

業
に
つ
い
て
、
愛
媛
、
道
後
の
動
向
な
ど

を
お
話
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
、
身
近
な
事

と
し
て
興
味
深
く
聞
き
入
り
ま
し
た
。

続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、
初
参
加
の
方

や
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
か
ら
近
況
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
報
告
し
あ
い
、
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
の
田
村
さ
ん
に
は
、
紅
一

京
都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
の
愛
媛
支

部
例
会
は
、
令
和
２
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
長
ら
く
中
断
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
き
て
コ
ロ
ナ
禍
が
薄
れ
、
全
国
的

に
各
種
集
会
の
動
き
が
緩
和
さ
れ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
当
支
部
に
お
い
て
も
、
や
っ

と
令
和
６
年
３
月
10
日
（
日
）
に
、
令
和

５
年
度
の
恒
例
会
（
総
会
及
び
懇
親
会
）

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

尚
、
会
場
は
長
年
、
小
規
模
の
集
会
に

○
連
絡
先

現
在
、
愛
媛
県
に
在
住
の
皆
さ
ま
、
ま

た
転
居
等
で
今
後
ご
来
県
の
皆
さ
ま
は
、

是
非
と
も
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
愛
媛
支

部
同
窓
会
の
総
会
・
懇
親
会
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

愛
媛
支
部
連
絡
先

梶
原
正
秀
（
昭
和
50
年
卒
、元
伊
予
銀
行
）　

〒
791-

8084　
愛
媛
県
松
山
市
石
風
呂
町

３
５
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
９
（
９
５
２
）
４
８
５
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kajiw
ara.m

asahide@
m

aroon.
plala.or.jp

点
と
し
て
、
こ
の
場
を
明
る
く
華
や
か
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
村
田
支
部
長
を
囲
ん
で
記
念
写

真
を
撮
り
、
次
回
の
再
会
を
誓
っ
て
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

○
メ
ン
バ
ー

愛
媛
支
部
の
例
会
参
加
者
は
、
長
年
15

名
程
度
に
留
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
コ

ロ
ナ
禍
明
け
の
今
回
は
、
残
念
な
が
ら
参

加
人
数
が
９
名
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
依
然
と
し
て
、
参
加
者
は
高
年
齢

者
が
多
く
、
先
細
り
を
懸
念
し
て
お
り
ま

す
。今

後
、
若
い
同
窓
生
へ
の
積
極
的
な
働

き
か
け
と
と
も
に
、
同
窓
会
本
部
・
他
支

部
と
の
連
携
を
図
っ
て
、
同
窓
会
へ
の
参

加
者
増
加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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今
回
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
参
加
総
人

数
自
体
は
減
っ
た
も
の
の
、
新
規
参
加
者

や
数
年
ぶ
り
の
参
加
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
で
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

た
。一

方
、
若
手
が
減
り
、
参
加
者
の
平
均

年
齢
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
右
肩
上
が
り

と
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
来
年
以
降

も
、
今
ま
で
の
繋
が
り
は
も
と
よ
り
、
新

た
な
繋
が
り
を
生
み
出
し
、
ま
す
ま
す
会

が
盛
り
上
が
る
よ
う
、
本
総
会
以
外
の
懇

親
会
の
開
催
や
、
同
窓
会
本
部
・
他
支
部

会
員
数

２
５
０
名
程
度

地
元
企
業
・
自
治
体
等
へ
の
就
職
者
を

中
心
に
、
東
京
・
大
阪
に
本
社
を
置
く
企

業
の
九
州
北
部
地
区
勤
務
者
等
に
よ
り
構

成
。活

動
状
況
︹
総
会
・
懇
親
会
︺

毎
年
５
月
に
年
１
回
の
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
数
年
間
は
書
面
開
催
と

し
て
い
た
が
、
昨
年
に
引
続
き
、
今
年
も

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
に
て
対
面

開
催
を
行
っ
た
。
今
年
は
５
月
22
日
に
開

催
し
、
16
名
の
同
窓
生
に
参
加
い
た
だ
い

た
。総

会
で
は
、
薬
真
寺
偉
臣
支
部
長
（
昭

和
51
年
卒
）
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
来

賓
と
し
て
リ
モ
ー
ト
参
加
い
た
だ
い
た
、

経
済
学
研
究
科
副
研
究
科
長
・
経
済
学
部

教
授
の
田
中
彰
常
務
理
事
か
ら
、
大
学
・

大
学
院
の
近
況
や
同
窓
会
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
、
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

鎌
田
迪
貞
氏
（
昭
和
33
年
卒
）
に
よ
る

乾
杯
の
後
、
恒
例
行
事
で
あ
る
参
加
者
か

ら
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ
、
全
参
加
者
が

仕
事
や
私
生
活
で
の
出
来
事
、
学
生
時
代

の
思
い
出
な
ど
を
報
告
し
あ
い
、
懇
親
を

深
め
た
。
最
後
に
、
今
回
参
加
い
た
だ
い

た
中
で
最
年
少
の
井
上
岳
氏
（
平
成
26
年

卒
）
に
よ
る
万
歳
三
唱
と
記
念
撮
影
を
行

い
、
会
を
終
え
た
。

︻
九
州
北
部
支
部
連
絡
先
︼

九
州
電
力
株
式
会
社
秘
書
室
二
宮
渉

〒
810-

8720　
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通

２
丁
目
１
番
82
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
２

－

７
６
１

－

３
０
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
２

－

７
６
１

－

６
９
４
４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

W
ataru_N

im
iya@

kyuden.co.jp

と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
同
窓
生
の
掘
起

こ
し
、
お
よ
び
総
会
・
懇
親
会
へ
の
新
規

参
加
者
増
に
引
続
き
努
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

九
州
へ
の
就
職
、
赴
任
、
転
居
等
の
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

二
宮
渉
（
平
成
21
年
卒
）
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済
学
部
長
の
依
田
高
典
教
授
か
ら
学
部
や
研

究
科
、
大
学
の
近
況
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た

同
窓
会
本
部
常
務
理
事
で
経
済
学
研
究
科
副

研
究
科
長
の
田
中
彰
教
授
か
ら
同
窓
会
の
近

況
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ご
報
告
を
い
た

だ
い
た
。

二
.
講
話

熊
本
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
部
教
授
の

松
浦
雄
介
氏（
平
成
８
年
文
学
部
卒
）よ
り「
フ

ラ
ン
ス
の
文
化
財
返
還
問
題
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
約
50
分
間
ご
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

文
化
財
は
誰
の
も
の
か
、
背
景
と
し
て
の
植

民
地
主
義
、
多
様
な
入
手
方
法
な
ど
、
具
体

的
な
事
例
や
課
題
を
交
え
、
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
い
た
。
返
還
を
め
ぐ
る
議
論

や
国
際
規
範
の
紹
介
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
策

転
換
の
背
景
、
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
そ
し

て
新
た
な
国
際
関
係
の
あ
り
方
に
ま
で
話
は

及
ん
だ
。
出
席
者
も
皆
、
熱
心
に
聞
き
入
り
、

講
話
終
了
後
に
は
多
く
の
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
た
。

三
.
懇
親
会

懇
親
会
は
、
岡
野
徹
氏
（
昭
和
38
年
卒
）

の
乾
杯
に
よ
り
開
宴
。
出
席
者
そ
れ
ぞ
れ
の

第
24
回
九
州
南
部
支
部
総
会
は
令
和
５
年

７
月
29
日
（
土
）、
熊
本
県
熊
本
市
の
ザ
・

ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
熊
本
で
開
催
さ
れ
た
。
前
回

開
催
の
令
和
元
年
以
来
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に

自
粛
を
続
け
た
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
懐
か

し
い
再
会
に
多
く
の
会
員
か
ら
喜
び
の
声
が

あ
が
っ
た
。
当
日
の
総
会
出
席
者
は
16
名
で

あ
っ
た
。

一
.
総
会

総
会
で
は
、
令
和
４
年
よ
り
空
席
だ
っ
た

支
部
長
に
、
林
田
素
行
氏
（
昭
和
44
年
卒
）

の
就
任
が
承
認
決
議
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
林

田
新
支
部
長
に
よ
る
挨
拶
、
役
員
や
会
計
な

ど
支
部
運
営
に
関
す
る
事
項
の
確
認
な
ら
び

に
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
引
き
続
き
、
京

都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
本
部
理
事
長
で
経

酷暑の中、
熊本城復興状況の見学

完
全
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
数
十
年
は
か
か
る

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
か
ら
説
明
を
受
け
、

崩
れ
た
ま
ま
の
石
垣
を
た
め
息
交
じ
り
に
眺

め
て
い
た
参
加
者
た
ち
も
、
復
興
し
た
ば
か

り
の
天
守
閣
に
登
っ
た
と
き
に
は
、
一
歩
一

歩
進
み
つ
つ
あ
る
復
興
を
実
感
し
た
よ
う

だ
っ
た
。

九
州
南
部
支
部
　
事
務
局

丸
野
香
代
子
（
昭
和
55
年
卒
）

近
況
報
告
、
学
生
時
代
の
思
い
出
話
、
今
後

の
展
望
な
ど
、
酒
盃
を
交
わ
し
な
が
ら
歓
談

に
花
を
咲
か
せ
た
。
岡
野
徹
氏
（
昭
和
38
年

卒
）、
東
本
和
行
氏
（
昭
和
50
年
卒
）、
鏑
流

馬
清
規
氏
（
昭
和
52
年
卒
）、宮
本
智
司
氏
（
昭

和
54
年
卒
）、
田
中
康
博
氏
（
平
成
９
年
卒
）

の
各
氏
に
は
は
る
ば
る
遠
方
よ
り
お
越
し
い

た
だ
き
、
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

い
た
。
終
了
間
際
に
は
、
全
員
で
「
琵
琶
湖

周
航
の
歌
」
を
合
唱
し
、
次
年
度
の
再
会
を

誓
い
合
い
な
が
ら
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

た
。四

.
そ
の
他

今
回
の
九
州
南
部
支
部
総
会
の
開
催
に
先

立
ち
、
７
年
前
（
平
成
28
年
４
月
）
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
中
で
あ
る
熊
本

城
見
学
会
が
企
画
さ
れ
、
８
名
が
参
加
し
た
。

2023 年 7 月 29 日　於；ザ・ニューホテル熊本

文学部同窓生である
熊本大学松浦教授のご講演
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地
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こ
ろ
が
、
最
近
の
日
本
で
も
そ
う
で
す
が
、

﹃
ユ
ー
カ
リ
﹄
だ
け
は
﹃
他
の
植
物
を
排
除

す
る
悪
者
だ
﹄
と
の
立
場
か
ら
、
そ
う
し

た
専
門
家
た
ち
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
自
身
を

売
り
込
む
た
め
に
、
ユ
ー
カ
リ
の
植
樹
に

反
対
す
る
人
た
ち
を
煽
っ
て
い
る
の
で
す

ね
。
悲
し
い
学
問
事
情
で
す
。」
と
話
さ
れ

た
。
先
生
の
興
味
の
幅
広
さ
を
感
じ
た
。

前
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭
で
、
シ
ス
メ
ッ

ク
ス
の
代
表
取
締
役
会
長
の
48
年
卒
家
次

恒
さ
ん
は
卒
業
後
就
職
し
た
銀
行
か
ら
シ

ス
メ
ッ
ク
ス
社
に
移
っ
た
経
緯
を
振
り
返

ら
れ
る
と
共
に
、
現
在
会
長
を
務
め
る
神

戸
医
療
産
業
都
市
機
構
に
つ
い
て
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受

け
た
神
戸
経
済
を
立
て
直
し
、
人
類
の
健

康
と
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
同
機
構
の
現
状
お
よ
び

そ
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
神
戸
を
元
気
に
し
た
い
と
抱

負
を
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
新
会
長
に
就
か
れ
た
48
年
卒
小

野
昭
夫
さ
ん
は
16
年
卒
の
父
親
と
一
緒
に

は
じ
め
て
こ
の
神
戸
地
区
の
同
窓
会
に
参

加
し
た
時
の
こ
と
、
そ
し
て
当
時
も
26
年

卒
の
砂
野
仁
さ
ん
が
川
崎
重
工
会
長
を
さ

れ
て
い
た
な
ど
同
窓
生
が
神
戸
の
経
済
界

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と

を
振
り
返
ら
れ
た
。

ま
た
、
Ｔ
Ｃ
神
鋼
不
動
産
会
長
の
53
年

卒
花
岡
正
裕
さ
ん
は
同
社
が
ジ
ョ
イ
ン
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
参
画
し
て
い
る
神
戸
三
宮

５
月
25
日
に
14
名
が
参
加
し
て
同
窓
会
が

群
愛
飯
店
で
開
催
さ
れ
た
。
最
初
に
役
員

交
代
の
話
し
合
い
が
あ
り
、
会
長
の
国
際

経
済
労
働
研
究
所
所
長
で
あ
る
本
山
美
彦

京
都
大
学
名
誉
教
授
が
、
体
調
が
十
分
で

な
く
会
長
辞
任
の
申
し
出
が
あ
り
、
48
年

卒
の
日
本
香
料
株
式
会
社
社
長
の
小
野
昭

夫
さ
ん
に
、
会
長
に
就
任
し
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
事
務
局
を
野
尻
賢
司
か
ら
河

合
良
昭
さ
ん
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

懇
親
会
で
は
参
加
者
各
人
が
近
況
を
披

露
し
た
。
本
山
会
長
は
「
出
版
社
が
見
つ

か
る
か
ど
う
か
が
不
安
な
ま
ま
に
、﹃
土
と

大
豆
﹄
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
小
さ
な
本
の

執
筆
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
資
料
を
探
し
て
い
る
の
で
す
が
、

中
途
半
端
な
知
識
な
の
に
、
断
定
的
に
モ

ノ
を
言
う
自
称
専
門
家
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
恐
怖
を
感
じ
て
い
ま
す
。
動
け
な
い

植
物
は
、
様
々
の
物
質
を
出
し
て
、
自
分

の
身
を
守
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
と

間
学
部
卒
）
は
こ
の
経
済
学
部
の
同
窓
会

に
特
別
参
加
し
て
い
る
が
、
今
回
は
国
会

会
期
中
で
あ
り
欠
席
。
予
算
委
員
会
・
厚

生
労
働
委
員
会
な
ど
で
、
社
会
保
障
、
経

済
労
働
、
財
政
を
担
当
し
大
活
躍
。

今
回
の
参
加
者
の
最
年
長
は
昭
和
38
年

卒
片
山
了
介
さ
ん
、
最
年
少
は
平
成
13
年

卒
の
河
合
良
昭
さ
ん
で
し
た
。
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
で
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

卒
業
年
次
を
越
え
て
懇
親
を
深
め
て
い
ま

す
。

野
尻
賢
司
（
昭
和
44
年
卒
）

駅
前
の
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
。
ま
た
兵
庫
県
の
監
査
委
員
を
も
務
め

ら
れ
て
お
り
、
大
活
躍
で
あ
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
報
告
は
、
46
年
卒
の
中
野
正

己
さ
ん
、
濱
中
英
二
さ
ん
の
「
芦
屋
塾
年

コ
ー
ラ
ス
」
の
活
躍
で
あ
る
。
中
野
さ
ん

が
団
長
で
、
４
月
７
日
（
日
）
に
創
立
40

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
さ
れ
た
と

の
こ
と
だ
。
ま
た
京
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
の
濱
中
さ
ん
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と

京
都
大
学
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
が

30
年
以
上
前
か
ら
交
流
を
続
け
て
い
る
が
、

今
年
は
そ
の
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
が
５
月
18

日
に
広
島
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

神
戸
選
出
の
衆
議
院
議
員
で
あ
る
井
坂

信
彦
さ
ん
（
平
成
９
年
京
都
大
学
総
合
人

日本香料薬品株式会社社長
小野昭夫様



2 0 2 4年4月
13日（土）12時か
ら、時計台下「ラ・
トゥール」にて、池
上ゼミの同窓会
を開催しました。

当日はゼミ生44名が全国から参集し、
池上惇先生と奥さまを囲んで旧交を
温めました。
池上先生は昨年卒寿を迎えられま

したが、まだまだ現役でご活躍中で
す。昨年から桜美林大学で公開講座を
担当されており、その講義を聴講した
東京在住のゼミ生有志が発起人とな
り、今回の会の開催となりました。

池上ゼミの同窓会はおそらく20年
以上ぶりの開催です。先生ご夫妻は誰
よりも早く会場に到着され、入口でゼ
ミ生一人ひとりを温かく迎えてくださ
いました。
幹事である石角英俊氏（1988年卒

業）による司会のもと、上田勉氏
（1971年卒業）の乾杯により懇親会が
開始されました。しばらく食事を楽しん
だ後、参加者が一人ずつ挨拶を行いま
した。皆さん、学生時代の先生とのエ
ピソードを交えてお話しされ、会場は
終始和やかな雰囲気に包まれました。
最後に池上先生がスピーチされ、

「いつまでも勉強するように」と私たち

を叱咤激励され、一同、身が引き締ま
る思いとなりました。
藤井彰二氏（1974年卒業）と亀井

孝氏（1981年卒業）からお花と記念品
（輪島塗の夫婦箸）を贈呈して会は終
了し、その後、キャンパス内の桜の前
で記念撮影を行いました。

池上先生は今年も桜美林大学の講
義で上京されますので、今回参加でき
なかった方も、ぜひ、先生と再会してい
ただければと思います。

幹事：石角英俊（1988年卒）
文責：熊走珠美（1988年卒）

池上
ゼミ
同窓
会を

京大
で開
催

皆さん、こんにちは。
昨年に続いて、一一会の投稿です。
一一会は、故小野一一郎先生ゼミの

OB会で、私は昭和54年卒業で18期
生の長谷川清司です。
昨年迄は先輩17期生と合同で年に

1度開催していたのですが、今回は昭
和55年卒業の19期生も参加されまし
た。
出席者は昭和53年卒5名（写真前

列）、昭和54年卒7名、昭和55年卒3
名です。
次回は、昭和55年卒の方々が増え

る事を期待します。
開催場所を京都駅近くから「祇園キ

エフ」に移し、東山を眺めながら食事を
楽しみました。
一一会はこの秋の定例会のみなら

ず、京都観光学を極められた18期・某
氏のガイドで春・秋に「大人の遠足」と

称する京都名所巡りも行っています。
昨秋「桂離宮」今春「修学院」と学生

時代には中々行けなかった場所での
開催に、毎回、東京・名古屋等遠来の
参加者も増え、楽しい集まりとなって
います。
こうした縁を作って下さった恩師小

野先生に感謝です。

一一
会報
告

（昭
和5
0年
代中
期卒
業生
）

令和５年12月16日京都大原「野む
ら山荘」にてゼミ同窓会（「秀和会」と
いいます）を開催しました。秀和会は昭
和45年卒から平成8年卒のゼミ生に
より構成されており、昭和51年の第１
回開催以来、京都や東京での開催を
続けて来ています。写真中央の椅子席
左が野村先生、右が秀和会会長丸木
俊一氏（昭和46卒）です。会長の他、
「秀和会」発起人である福井順一氏
（昭和52卒）が幹事長を務め、印刷物
としての名簿も過去2回作成していま
す。新型コロナの影響のため、今回は

令和1年以来の久々の開催だったこと
もあり、まずは、各卒業年次の参加者
と野村先生との記念写真撮影を行っ
た後、野村先生からのご挨拶、全員で
の集合写真撮影、丸木会長、福井幹事
長からの挨拶と進行しました。そして、
木内勝氏（昭和49卒）の音頭により食
事を開始し、軍鶏料理を楽しみ、大変
盛り上がりました。「野むら山荘」は立
派な庭園のあるところですが、会場は
その大広間で、集合写真は大広間の
外側のテラスで撮ることができ、大原
らしい景色を背景に、参加者にとって

思い出に残るゼミ同窓会となりまし
た。当日は、この写真のとおり楽しい雰
囲気でいっぱいでした。
また、野村先生からは、マイクなしで

も全員が聞き取れるお声で、ご挨拶を
頂き、みんなが元気を頂戴したところ
です。
最後に、野村ゼミは管理会計ゼミで

す。写真には数名の公認会計士や税理
士がいます。ご紹介まで。

（幹事　酒井純（昭和52卒）、齋藤雅
通（昭和52卒）、向井俊文（平成6卒））

秀和
会

野村
ゼミ
同窓
会

令和５年12月16日
京都大原「野むら山荘」にて

2024年5月25日（土）、山田浩之ゼ
ミ同窓会が、ゼミ生93名の参加のも
と、山田先生ご夫妻をお迎えして京都
ブライトンホテルで開催されました。
会の前半では、物故者への黙祷の後、
春の叙勲で受賞の栄に浴されたゼミ
生2名の披露がありました。そして、山
田先生から「研究生活をふり返って」と
いうテーマでお話しいただき、奥様か
ら先生の家庭での近況をお聞きし、お
二人の微笑ましい日常を垣間見ること
ができました。奥様からは、出席した同

窓生全員に、メッセージと木下杢太郎
の詩を記された葉書とお菓子も頂戴
しました。

後半は懇親会で、ゼミ1期生の藤井
睦久氏の挨拶と乾杯の音頭で始まり
ました。コロナ禍で飲酒を取り止めた
前回とは異なり、アルコールも入って
賑やかな懇談の輪が広がり、大いに盛
り上がった次第です。さらに、山田ゼミ
最後の29期生から19期生までの出席
者に、ゼミの思い出と近況報告をス
テージ上で行なってもらいました。ま

た、全員に近況をカードに記してもら
い、退出時に回収して先生にお渡しし
ました。
最後に、上本尚寛氏を中心にした

18期生の音頭で万歳三唱を行ない、
2期生の岡本昂氏の中締めの後、お互
いの健康と再会を誓い合って散会と
なりました。

世話人：谷口浩章（3期・S43年卒）、
徳岡一幸（11期・S51年卒）

山田
浩之
ゼミ
同窓
会

写真上：13～29期と院生
写真下：1～12期
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13日（土）12時か
ら、時計台下「ラ・
トゥール」にて、池
上ゼミの同窓会
を開催しました。

当日はゼミ生44名が全国から参集し、
池上惇先生と奥さまを囲んで旧交を
温めました。
池上先生は昨年卒寿を迎えられま

したが、まだまだ現役でご活躍中で
す。昨年から桜美林大学で公開講座を
担当されており、その講義を聴講した
東京在住のゼミ生有志が発起人とな
り、今回の会の開催となりました。

池上ゼミの同窓会はおそらく20年
以上ぶりの開催です。先生ご夫妻は誰
よりも早く会場に到着され、入口でゼ
ミ生一人ひとりを温かく迎えてくださ
いました。
幹事である石角英俊氏（1988年卒

業）による司会のもと、上田勉氏
（1971年卒業）の乾杯により懇親会が
開始されました。しばらく食事を楽しん
だ後、参加者が一人ずつ挨拶を行いま
した。皆さん、学生時代の先生とのエ
ピソードを交えてお話しされ、会場は
終始和やかな雰囲気に包まれました。
最後に池上先生がスピーチされ、

「いつまでも勉強するように」と私たち

を叱咤激励され、一同、身が引き締ま
る思いとなりました。
藤井彰二氏（1974年卒業）と亀井

孝氏（1981年卒業）からお花と記念品
（輪島塗の夫婦箸）を贈呈して会は終
了し、その後、キャンパス内の桜の前
で記念撮影を行いました。

池上先生は今年も桜美林大学の講
義で上京されますので、今回参加でき
なかった方も、ぜひ、先生と再会してい
ただければと思います。

幹事：石角英俊（1988年卒）
文責：熊走珠美（1988年卒）

池上
ゼミ
同窓
会を

京大
で開
催

皆さん、こんにちは。
昨年に続いて、一一会の投稿です。
一一会は、故小野一一郎先生ゼミの

OB会で、私は昭和54年卒業で18期
生の長谷川清司です。
昨年迄は先輩17期生と合同で年に

1度開催していたのですが、今回は昭
和55年卒業の19期生も参加されまし
た。
出席者は昭和53年卒5名（写真前

列）、昭和54年卒7名、昭和55年卒3
名です。
次回は、昭和55年卒の方々が増え

る事を期待します。
開催場所を京都駅近くから「祇園キ

エフ」に移し、東山を眺めながら食事を
楽しみました。
一一会はこの秋の定例会のみなら

ず、京都観光学を極められた18期・某
氏のガイドで春・秋に「大人の遠足」と

称する京都名所巡りも行っています。
昨秋「桂離宮」今春「修学院」と学生

時代には中々行けなかった場所での
開催に、毎回、東京・名古屋等遠来の
参加者も増え、楽しい集まりとなって
います。
こうした縁を作って下さった恩師小

野先生に感謝です。

一一
会報
告

（昭
和5
0年
代中
期卒
業生
）

令和５年12月16日京都大原「野む
ら山荘」にてゼミ同窓会（「秀和会」と
いいます）を開催しました。秀和会は昭
和45年卒から平成8年卒のゼミ生に
より構成されており、昭和51年の第１
回開催以来、京都や東京での開催を
続けて来ています。写真中央の椅子席
左が野村先生、右が秀和会会長丸木
俊一氏（昭和46卒）です。会長の他、
「秀和会」発起人である福井順一氏
（昭和52卒）が幹事長を務め、印刷物
としての名簿も過去2回作成していま
す。新型コロナの影響のため、今回は

令和1年以来の久々の開催だったこと
もあり、まずは、各卒業年次の参加者
と野村先生との記念写真撮影を行っ
た後、野村先生からのご挨拶、全員で
の集合写真撮影、丸木会長、福井幹事
長からの挨拶と進行しました。そして、
木内勝氏（昭和49卒）の音頭により食
事を開始し、軍鶏料理を楽しみ、大変
盛り上がりました。「野むら山荘」は立
派な庭園のあるところですが、会場は
その大広間で、集合写真は大広間の
外側のテラスで撮ることができ、大原
らしい景色を背景に、参加者にとって

思い出に残るゼミ同窓会となりまし
た。当日は、この写真のとおり楽しい雰
囲気でいっぱいでした。
また、野村先生からは、マイクなしで

も全員が聞き取れるお声で、ご挨拶を
頂き、みんなが元気を頂戴したところ
です。
最後に、野村ゼミは管理会計ゼミで

す。写真には数名の公認会計士や税理
士がいます。ご紹介まで。

（幹事　酒井純（昭和52卒）、齋藤雅
通（昭和52卒）、向井俊文（平成6卒））

秀和
会

野村
ゼミ
同窓
会

令和５年12月16日
京都大原「野むら山荘」にて

2024年5月25日（土）、山田浩之ゼ
ミ同窓会が、ゼミ生93名の参加のも
と、山田先生ご夫妻をお迎えして京都
ブライトンホテルで開催されました。
会の前半では、物故者への黙祷の後、
春の叙勲で受賞の栄に浴されたゼミ
生2名の披露がありました。そして、山
田先生から「研究生活をふり返って」と
いうテーマでお話しいただき、奥様か
ら先生の家庭での近況をお聞きし、お
二人の微笑ましい日常を垣間見ること
ができました。奥様からは、出席した同

窓生全員に、メッセージと木下杢太郎
の詩を記された葉書とお菓子も頂戴
しました。

後半は懇親会で、ゼミ1期生の藤井
睦久氏の挨拶と乾杯の音頭で始まり
ました。コロナ禍で飲酒を取り止めた
前回とは異なり、アルコールも入って
賑やかな懇談の輪が広がり、大いに盛
り上がった次第です。さらに、山田ゼミ
最後の29期生から19期生までの出席
者に、ゼミの思い出と近況報告をス
テージ上で行なってもらいました。ま

た、全員に近況をカードに記してもら
い、退出時に回収して先生にお渡しし
ました。
最後に、上本尚寛氏を中心にした

18期生の音頭で万歳三唱を行ない、
2期生の岡本昂氏の中締めの後、お互
いの健康と再会を誓い合って散会と
なりました。

世話人：谷口浩章（3期・S43年卒）、
徳岡一幸（11期・S51年卒）

山田
浩之
ゼミ
同窓
会

写真上：13～29期と院生
写真下：1～12期
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京都大学経済学部昭和39年卒関東
地区同期会が、2024年5月17日正午
から、五月晴れの好天の下、新宿の「東
京住友クラブ」で開催されました。関東
地区同期会は、従来から毎年1回開催
していましたが、今年で卒業60周年の
節目を迎えることから、今回を以って
最後とすることに致しました。この趣旨
を全国の同期生に伝えましたところ、
各地から7名が駆けつけ、関東地区の
30名と合わせて計37名が参加し、従
来にない盛況となりました。

開会挨拶と乾杯の音頭は京都大学
経済学部同窓会の和田紀夫名誉会長
が務め、80歳を超えるシニアの集まり
とは思えない元気な声で乾杯し、立食
パーティが始まりました。関東地区同
期会はコロナ禍でしばらく中止を余儀
なくされ、5年振りの開催となりました
ので、あちこちで旧交を温める輪が広
がっていきました。
その後、Ｅ１、Ｅ２、Ｅ３、Ｅ４の各クラス

幹事からメンバーの紹介があり、また、
大阪、京都、名古屋、ソウル、鹿児島、長

野、石川など関東地区以外の参加者か
ら近況報告がありました。
最後に、京都大学経済学部同窓会

東京支部の柿本寿明理事より、東京支
部の活動状況の報告があり、支部総会
や新春経済交流会での再会を期して、
閉会となりました。
尚、学年同期会としては今回で終了

しますが、各クラス会は継続する予定
です。

【文責　Ｅ２　柿本寿明】

卒業６０周年記念同窓会 (昭和３９年卒関東地区同期会)

1957年卒業のかたから始められた
経済学部卒業50周年記念同窓会も今
回で17回目となり、我々1973年卒の
番となりました。
ほとんどの卒業生が1969年入学

で、東大入試中止の年に京都大学に入
学しました。京大でも学生運動が盛ん
で、入学しても授業はありませんでし
た。10月下旬に教養の授業が再開し
ましたが、半年の授業のない生活に慣
れたわれわれは、ほとんど講義に出ま
せんでした。

そのため、ゼミを除いて同学年同士
の馴染みがありませんでした。
しかしながら、卒後50周年記念同窓

会を開催しないと、16年続いた歴史
が途切れるとのことでしたので、10名
参加を目標に、経済学部同窓会事務局
から名簿をいただいて、往復ハガキで
案内しました。
開催場所は、10名～30名の柔軟な

対応をしていただける新阪急ホテルで
することとしました。
コロナに感染して欠席されたかたも

おられ、結果的には、1973年卒業生
13名と、同窓会常務理事の田中彰教
授の計14名の開催となりました。人数
が少なかったこともあり、ひとりひとり
の自己紹介に時間を割くことができ、
参加者各々の卒業後の人生について
聞く機会があり大変有意義な同窓会
になりました。同窓生同士の交流も密
にできて、参加人数が少なかったです
が、楽しい時間を過ごすことができ、卒
後50周年の同窓会を開催でき良かっ
たと思っています。　　　　小野昭夫

卒業50周年記念同窓会 1973年卒（2023年10月25日）　

卒業50周年記念同窓会のご案内（昭和４９年卒業）
日時
場所

事務局長
連 絡 先

奥田 久美
hisami@a05.itscom.net

２０２４年１１月２８日（木）１３時から１６時
京都大学百周年時計台記念館・国際交流ホール

同窓会員の皆さま、日頃は同窓会活動につきまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
ようやく支部総会を含む様々な同窓会イベントが開催できるようになってまいりました。こ
れからの同窓会活動にも全力を尽くしてまいりますので、お力添えいただければ幸いです。
今年は元日から大規模な地震もあり、災害により被害に遭われた皆様には、心よりお見舞い
申し上げますとともに、一日でも早い復興を願っております。

【よくあるお問い合わせ Q＆A】
Q：支部総会などのイベント開催案内は、郵送からメールへと移行されていますが、メール登録をしてもメールが届き
ません。他にイベント情報を受け取る方法はありますか？

A：メールは正しいアドレスを登録していただいても様々な事情で届かないことがございます。各種イベント情報は、同
窓会の公式ホームページでもお伝えしています。また、公式 LINEを導入しましたので、【LINE 公式アカウント】の
お友達追加をしていただきますようお願いいたします。公式 LINEのお友達追加は、下の緑色のポスターの中にあ
るQRコードを読み取ってください。

　　　※お友達追加のやり方は、下に簡単に説明しておりますのでご覧ください。

Q：以前、「京都大学同窓会」へ住所変更を伝えましたが「京都大学経済学部同窓会」の情報が変更されていないのは
なぜですか？連携していないのですか？ 

A：「京都大学同窓会」は大学全体の同窓会で全学部を対象としています。「京都大学経済学部同窓会」とは組織が異
なります。友好関係にありますが、個人情報は共有しておりませんので、登録情報に変更がございましたら大変お
手数ですが「経済学部同窓会」へも必ずお知らせください。

Q： 住所や勤務先が変更になりましたが、所属支部にもお伝え願えますでしょうか？
A：本部事務局にご連絡いただければ、各支部への情報共有は必然的にできているものとお
考えください。「名簿管理システム」は本部事務局が責任を持って管理・運営しております。
サーバも厳重に管理されているものを使用しておりますので、外部からは一切アクセスで
きなくなっております

Q：同窓会の年会費が支払えないので退会できますか？ 
A：「京都大学経済学部同窓会規約」は卒業と同時に会員となる旨、定めていますので「退会」
という規定はありませんが、同窓会からの郵便物を届かないようにすることは可能です。
不要であれば事務局までご相談ください。

　  ＴＥＬ：075-753-3419・0753-753-3508（水曜日除く平日10 時～16 時）

同窓会
事務局通信

Vol.9

※LINEのアプリがない方は、まずはアプリを
　ダウンロードしてください。
①一番下の段に、「ホーム」「トーク」「VOOM」「ニュース」
「ウォレット」が並んでいますが「ホーム」または「トーク」を
タップ
②上に「��検索」と表示されますので、右端にあるマーク を
タップ

③カメラが起動しQRコードを読み取れる状態になります
（この時、読み込む画面の下に「マイQRコード」と書かれて
いれば大丈夫です）
④

LINE公式アカウントの追加方法

イベント情報をLINEでお届け

左の画面が出てくるので、追
加をタップ。
トークが送られてくれば成
功です。

京都大学経済学部同窓会事務局

滝川・田村
同窓会事務局

平日（月・火・木・金）10時～16時
（12時～13時を除く）

ご利用いただける時間

法経済学部東館  3 階
075-753-3419
075-753-3508
dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

TEL&FAX:
T E L②:
E-mail :

コモンルームのご案内

会議スペース（要予約） コモンルーム全景（予約不要）

ご利用ください！
是非、

百万遍百万遍

正門

時計台

今出川通り今出川通り

り
通
路
大
東

京大正門前

京大農学部前

百万遍

京大正門前

銀閣寺

出町柳

東一条通り東一条通り

主要鉄道駅 乗車バス停 市バス 市バス経路等 下車バス停

吉田キャンパスへのアクセス

法経済学部東館

東一条通

京大農学部前
百万遍

通
端
川

川
鴨

近衛通

旧白
川通

近衛通

熊野神社前丸太町通

春日通

通
路
大
東

今出川通

N

京阪
出町柳駅
（2番出口）

京阪
神宮丸太町駅
（5番出口）

本部構内
（西部構内）

北部構内

吉田南
構内医学部

構内

薬学部
構内

病院西
構内

京大正門前

ここです
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京都大学経済学部昭和39年卒関東
地区同期会が、2024年5月17日正午
から、五月晴れの好天の下、新宿の「東
京住友クラブ」で開催されました。関東
地区同期会は、従来から毎年1回開催
していましたが、今年で卒業60周年の
節目を迎えることから、今回を以って
最後とすることに致しました。この趣旨
を全国の同期生に伝えましたところ、
各地から7名が駆けつけ、関東地区の
30名と合わせて計37名が参加し、従
来にない盛況となりました。

開会挨拶と乾杯の音頭は京都大学
経済学部同窓会の和田紀夫名誉会長
が務め、80歳を超えるシニアの集まり
とは思えない元気な声で乾杯し、立食
パーティが始まりました。関東地区同
期会はコロナ禍でしばらく中止を余儀
なくされ、5年振りの開催となりました
ので、あちこちで旧交を温める輪が広
がっていきました。
その後、Ｅ１、Ｅ２、Ｅ３、Ｅ４の各クラス

幹事からメンバーの紹介があり、また、
大阪、京都、名古屋、ソウル、鹿児島、長

野、石川など関東地区以外の参加者か
ら近況報告がありました。
最後に、京都大学経済学部同窓会

東京支部の柿本寿明理事より、東京支
部の活動状況の報告があり、支部総会
や新春経済交流会での再会を期して、
閉会となりました。
尚、学年同期会としては今回で終了

しますが、各クラス会は継続する予定
です。

【文責　Ｅ２　柿本寿明】

卒業６０周年記念同窓会 (昭和３９年卒関東地区同期会)

1957年卒業のかたから始められた
経済学部卒業50周年記念同窓会も今
回で17回目となり、我々1973年卒の
番となりました。
ほとんどの卒業生が1969年入学

で、東大入試中止の年に京都大学に入
学しました。京大でも学生運動が盛ん
で、入学しても授業はありませんでし
た。10月下旬に教養の授業が再開し
ましたが、半年の授業のない生活に慣
れたわれわれは、ほとんど講義に出ま
せんでした。

そのため、ゼミを除いて同学年同士
の馴染みがありませんでした。
しかしながら、卒後50周年記念同窓

会を開催しないと、16年続いた歴史
が途切れるとのことでしたので、10名
参加を目標に、経済学部同窓会事務局
から名簿をいただいて、往復ハガキで
案内しました。
開催場所は、10名～30名の柔軟な

対応をしていただける新阪急ホテルで
することとしました。
コロナに感染して欠席されたかたも

おられ、結果的には、1973年卒業生
13名と、同窓会常務理事の田中彰教
授の計14名の開催となりました。人数
が少なかったこともあり、ひとりひとり
の自己紹介に時間を割くことができ、
参加者各々の卒業後の人生について
聞く機会があり大変有意義な同窓会
になりました。同窓生同士の交流も密
にできて、参加人数が少なかったです
が、楽しい時間を過ごすことができ、卒
後50周年の同窓会を開催でき良かっ
たと思っています。　　　　小野昭夫

卒業50周年記念同窓会 1973年卒（2023年10月25日）　

卒業50周年記念同窓会のご案内（昭和４９年卒業）
日時
場所

事務局長
連 絡 先

奥田 久美
hisami@a05.itscom.net

２０２４年１１月２８日（木）１３時から１６時
京都大学百周年時計台記念館・国際交流ホール

同窓会員の皆さま、日頃は同窓会活動につきまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
ようやく支部総会を含む様々な同窓会イベントが開催できるようになってまいりました。こ
れからの同窓会活動にも全力を尽くしてまいりますので、お力添えいただければ幸いです。
今年は元日から大規模な地震もあり、災害により被害に遭われた皆様には、心よりお見舞い
申し上げますとともに、一日でも早い復興を願っております。

【よくあるお問い合わせ Q＆A】
Q：支部総会などのイベント開催案内は、郵送からメールへと移行されていますが、メール登録をしてもメールが届き
ません。他にイベント情報を受け取る方法はありますか？

A：メールは正しいアドレスを登録していただいても様々な事情で届かないことがございます。各種イベント情報は、同
窓会の公式ホームページでもお伝えしています。また、公式 LINEを導入しましたので、【LINE 公式アカウント】の
お友達追加をしていただきますようお願いいたします。公式 LINEのお友達追加は、下の緑色のポスターの中にあ
るQRコードを読み取ってください。

　　　※お友達追加のやり方は、下に簡単に説明しておりますのでご覧ください。

Q：以前、「京都大学同窓会」へ住所変更を伝えましたが「京都大学経済学部同窓会」の情報が変更されていないのは
なぜですか？連携していないのですか？ 

A：「京都大学同窓会」は大学全体の同窓会で全学部を対象としています。「京都大学経済学部同窓会」とは組織が異
なります。友好関係にありますが、個人情報は共有しておりませんので、登録情報に変更がございましたら大変お
手数ですが「経済学部同窓会」へも必ずお知らせください。

Q： 住所や勤務先が変更になりましたが、所属支部にもお伝え願えますでしょうか？
A：本部事務局にご連絡いただければ、各支部への情報共有は必然的にできているものとお
考えください。「名簿管理システム」は本部事務局が責任を持って管理・運営しております。
サーバも厳重に管理されているものを使用しておりますので、外部からは一切アクセスで
きなくなっております

Q：同窓会の年会費が支払えないので退会できますか？ 
A：「京都大学経済学部同窓会規約」は卒業と同時に会員となる旨、定めていますので「退会」
という規定はありませんが、同窓会からの郵便物を届かないようにすることは可能です。
不要であれば事務局までご相談ください。

　  ＴＥＬ：075-753-3419・0753-753-3508（水曜日除く平日10 時～16 時）

同窓会
事務局通信

Vol.9

※LINEのアプリがない方は、まずはアプリを
　ダウンロードしてください。
①一番下の段に、「ホーム」「トーク」「VOOM」「ニュース」
「ウォレット」が並んでいますが「ホーム」または「トーク」を
タップ

②上に「��検索」と表示されますので、右端にあるマーク を
タップ
③カメラが起動しQRコードを読み取れる状態になります
（この時、読み込む画面の下に「マイQRコード」と書かれて
いれば大丈夫です）
④

LINE公式アカウントの追加方法

イベント情報をLINEでお届け

左の画面が出てくるので、追
加をタップ。
トークが送られてくれば成
功です。

京都大学経済学部同窓会事務局

滝川・田村
同窓会事務局

平日（月・火・木・金）10時～16時
（12時～13時を除く）

ご利用いただける時間

法経済学部東館  3 階
075-753-3419
075-753-3508
dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

TEL&FAX:
T E L②:
E-mail :

コモンルームのご案内

会議スペース（要予約） コモンルーム全景（予約不要）

ご利用ください！
是非、

百万遍百万遍

正門

時計台

今出川通り今出川通り

り
通
路
大
東

京大正門前

京大農学部前

百万遍

京大正門前

銀閣寺

出町柳

東一条通り東一条通り

主要鉄道駅 乗車バス停 市バス 市バス経路等 下車バス停

吉田キャンパスへのアクセス

法経済学部東館

東一条通

京大農学部前
百万遍

通
端
川

川
鴨

近衛通

旧白
川通

近衛通

熊野神社前丸太町通

春日通

通
路
大
東

今出川通

N

京阪
出町柳駅
（2番出口）

京阪
神宮丸太町駅
（5番出口）

本部構内
（西部構内）

北部構内

吉田南
構内医学部

構内

薬学部
構内

病院西
構内

京大正門前

ここです
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御 礼

ご寄付お振込み口座

◆令和5年12月16日に行われました野村先生のゼミ会「秀和会」にご参加のOBの方 よ々り100,000円
をご寄付いただきました。ご寄付いただきました卒業生の皆さまへ厚く御礼申し上げます。

皆さまからの寄付金は「同窓会活動の資金として」大切に使用させていただきます。

ゼミ会クラス会等の余剰金を同窓会へご寄付いただきますと大変有難く存じます。ご寄付いただいた個
人・団体のお名前を会報・ホームページにてお伝えいたします。

ご寄付いただける方は同窓会事務局へご一報ください。

経済学部同窓会の活動は、会員の皆さまよりいただく年会費によって成り立っております。
過年度の年会費を納入していただきました皆さま方に、心より御礼申し上げます。
令和6年度（令和6年4月～令和7年3月）の年会費5,000円を、お納めいただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。
※郵便局でのお支払い（同封の払込用紙をご利用ください）に加えて今回よりコンビニ・アプリでの支払いが可能とな
りましたのでご活用ください。
※住所変更が有る場合は、必ず「連絡先等変更届」をご提出ください。（納入方法問わず）

アプリ決済につきましては同窓会のホームページ「年会費払込方法/アプリ決済方法」よりご利用方法を
ご確認ください

ゆうちょ銀行　四四八店（ヨンヨンハチ）
普通　4554132　京都大学経済学部同窓会
※間違い防止のため、お名前の前に会員番号を付けてお振込み願います。

同窓会へのご寄付のお礼

ご注意ください！
同窓会では「卒業生名簿の配布サービス」は現在行っておりません。
①基本的には「ゼミ会」「クラス会」をされる幹事の方に対して該当年度の最新版「名簿リスト」をご提供しておりま
す。
②特別な事情がない限りお一人につき年1回の送付とさせていただきます。
③「名簿リスト」が必要な方は利用目的を明確にしてください。利用目的・ご本人確認ができ次第、郵送いたします。
※同窓会の年会費納入者のみとさせていただきます。セキュリティの都合上、メールでの送付は承っておりません。

同窓会では名簿作成を外部業者に委託することはありません。
過去に、卒業生各位に対して個人情報の提供と同窓名鑑の購入を呼びかける業者がありました。京都大学経済
学部および経済学部同窓会が外部の業者を通じて個人情報の提供を求めることはございません。

ご寄付・名簿リスト・会報記事についての
お問い合わせは同窓会事務局へご連絡ください。

TEL①/FAX：075-753-3419
TEL②：075-753-3508  
Email dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp
月・火・木・金 　10：00～16：00（水・土日祝／休）

名簿リスト提供サービス
ゼミ会・クラス会にご利用いただくよう、同窓会で管理している最新の名簿リストをご提供しております。ご希望の
方は同窓会事務局にご連絡ください。

従来通り、同封の払込用紙を郵便局へ

郵便局

同窓会年会費　納入のお礼とお願い
- 納入方法：郵便局・コンビニ・アプリ -

STEP

1 スマホでアプリを起動
STEP

2 バーコードをスマホアプリで読み込み！

ご利用可能なアプリ決済サービス ※アプリ使用方法は各アプリにより若干異なります。
ホームページでご確認ください。

ご注意 ※決済可能金額が制限されている場合があります。※上記内容は予告なく変更となる場合があります。

アプリ決済サービスでお支払い後、
コンビニ店頭などでお支払いされないようにご注意ください！

従来通り！！

払込用紙の裏面にお支払いできるコンビニ名が
記載されています。
払込受領証を大切に保管してください。

コンビニ決済サービス

どこでもスマホで決済！！

３つの方法で納入可能に！！

コンビニ24時間可能に！！

※注意事項など、払込用紙裏面ご参照ください。

払込票のバーコードをスマートフォンのアプリで読み込むだけで、「いつ
でも・どこでも」お支払いができるので、とても便利です。

アプリ決済サービス
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御 礼

ご寄付お振込み口座

◆令和5年12月16日に行われました野村先生のゼミ会「秀和会」にご参加のOBの方 よ々り100,000円
をご寄付いただきました。ご寄付いただきました卒業生の皆さまへ厚く御礼申し上げます。

皆さまからの寄付金は「同窓会活動の資金として」大切に使用させていただきます。

ゼミ会クラス会等の余剰金を同窓会へご寄付いただきますと大変有難く存じます。ご寄付いただいた個
人・団体のお名前を会報・ホームページにてお伝えいたします。

ご寄付いただける方は同窓会事務局へご一報ください。

経済学部同窓会の活動は、会員の皆さまよりいただく年会費によって成り立っております。
過年度の年会費を納入していただきました皆さま方に、心より御礼申し上げます。
令和6年度（令和6年4月～令和7年3月）の年会費5,000円を、お納めいただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。
※郵便局でのお支払い（同封の払込用紙をご利用ください）に加えて今回よりコンビニ・アプリでの支払いが可能とな
りましたのでご活用ください。
※住所変更が有る場合は、必ず「連絡先等変更届」をご提出ください。（納入方法問わず）

アプリ決済につきましては同窓会のホームページ「年会費払込方法/アプリ決済方法」よりご利用方法を
ご確認ください

ゆうちょ銀行　四四八店（ヨンヨンハチ）
普通　4554132　京都大学経済学部同窓会
※間違い防止のため、お名前の前に会員番号を付けてお振込み願います。

同窓会へのご寄付のお礼

ご注意ください！
同窓会では「卒業生名簿の配布サービス」は現在行っておりません。
①基本的には「ゼミ会」「クラス会」をされる幹事の方に対して該当年度の最新版「名簿リスト」をご提供しておりま
す。
②特別な事情がない限りお一人につき年1回の送付とさせていただきます。
③「名簿リスト」が必要な方は利用目的を明確にしてください。利用目的・ご本人確認ができ次第、郵送いたします。
※同窓会の年会費納入者のみとさせていただきます。セキュリティの都合上、メールでの送付は承っておりません。

同窓会では名簿作成を外部業者に委託することはありません。
過去に、卒業生各位に対して個人情報の提供と同窓名鑑の購入を呼びかける業者がありました。京都大学経済
学部および経済学部同窓会が外部の業者を通じて個人情報の提供を求めることはございません。

ご寄付・名簿リスト・会報記事についての
お問い合わせは同窓会事務局へご連絡ください。

TEL①/FAX：075-753-3419
TEL②：075-753-3508  
Email dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp
月・火・木・金 　10：00～16：00（水・土日祝／休）

名簿リスト提供サービス
ゼミ会・クラス会にご利用いただくよう、同窓会で管理している最新の名簿リストをご提供しております。ご希望の
方は同窓会事務局にご連絡ください。

従来通り、同封の払込用紙を郵便局へ

郵便局

同窓会年会費　納入のお礼とお願い
- 納入方法：郵便局・コンビニ・アプリ -

STEP

1 スマホでアプリを起動
STEP

2 バーコードをスマホアプリで読み込み！

ご利用可能なアプリ決済サービス ※アプリ使用方法は各アプリにより若干異なります。
ホームページでご確認ください。

ご注意 ※決済可能金額が制限されている場合があります。※上記内容は予告なく変更となる場合があります。

アプリ決済サービスでお支払い後、
コンビニ店頭などでお支払いされないようにご注意ください！

従来通り！！

払込用紙の裏面にお支払いできるコンビニ名が
記載されています。
払込受領証を大切に保管してください。

コンビニ決済サービス

どこでもスマホで決済！！

３つの方法で納入可能に！！

コンビニ24時間可能に！！

※注意事項など、払込用紙裏面ご参照ください。

払込票のバーコードをスマートフォンのアプリで読み込むだけで、「いつ
でも・どこでも」お支払いができるので、とても便利です。

アプリ決済サービス
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ホームページの紹介
VISAカード入会のご案内

�
� �

図１

! "
#

図２

経済学部同窓会ではホームページにより本部及び各支部の活動をご案内ご報告しております。
各種イベントの詳細につきましては、ホームページをご覧ください。
今年度は会報に住所不明の方を掲載しておりませんので、ホームページの青枠から下の手順通りにお進みください。

①青枠のバナーをクリックすると、住所不明者一覧のリンクがありますので、下のパスワードをご入力の上、
Excel ファイルの中身をご確認ください。
図 2の「住所不明者連絡票」にご記入の上、メール添付、FAX、郵送にて同窓会事務局までお知らせください。

　住所判明者が複数人いらっしゃる場合は事務局までご相談ください。

②住所・勤務先など、ご自身の情報が変更になられた場合は赤枠をクリックして図 1の「個人情報変更届」にご記
入の上、正確を期すために、メール添付、FAX、郵送にて同窓会事務局までお知らせください。

住所不明者一覧パスワード・・・ 
なお、会報を処分される際は、このページをシュレッダー等で破棄してください。

住所不明者の情報をお寄せください

KYOTO UNIVERSITY  30



何卒、皆さまのご協力をお願いいたします。

卒業年、氏名（フルネーム）、ご存知の情報を、正確を期すためにできるだけ読みやすい大きな文字
で丁寧にお書きください。　

FAXでのご連絡

FAX番号　075-753-3419（終日受付）

卒業年、氏名（フルネーム）、ご存知の情報を明記のうえ、上記アドレスへ送信してください。

Eメールでのご連絡

dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

お知らせいただく際は以下のいずれかの方法でお知らせください。

ここにお名前のある方は、現在ご住所等が不明になっている方です。
同期やお知り合いの方で、連絡先やご住所をご存知の場合は、同窓会事務局までご連絡くだ
さい。

ご本人様の了承を得た上でご連絡いただくか、ご本人様から直接同窓会
事務局までご連絡くださるようお伝えください。

※前回、会報第 25号に住所不明者を掲載した際に、ご協力いただきました皆さまのお陰
でたくさんの方の連絡先が判明いたしました。誠にありがとうございました。

住所不明者リスト
事務局まで是非、お知らせください

探しています！！
にならないために住所不明転居等による

パターン1 ・ 2でお願いします

パターン1 ・ 2が困難な場合

やむを得ず、お電話をいただく場合は、１～２名の不明者のご連絡に限り
承りますので情報をお手元にご用意のうえ、お電話ください。

新住所を同封の連絡先等変更届・メール・お電話にてお知らせください。1
パターン

実家に居住中の方（親族等）のフルネームをメール・お電話
にてお知らせください。連名で差し出すと実家へ届きます。2

パターン

上記はいずれも日本郵便(株)に確認済みです。

転送期間は1年間です。転送期間終了後はすべての郵便物が差出人へ返還されます。

· · · · ·これから郵便局へ転居届を出される方［市区町村の転居届ではありません］
転居届の旧住所欄に「実家住所」を記入しないでください。3

パターン

すでに郵便局へ転居届を出された方 ［市区町村の転居届ではありません］· · · ·· · ·
· · ·

· · ·

4
パターン

もう一度郵便局へ転居届を出してください。その際、新住所欄に「実家住所」を記入してください。

実家からの転出扱いにならない（形式上）

ご存知ですか？
実家に届いた郵便物を
無料で転送できます

の上に　　　を貼ってポストに投函新住所実家住所

· · · · ·※旧住所欄には何も記入しないでください

パターン3
を実行

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に登録される

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳から消える

※住所変更していない
　郵便物は（1年後）
　差出人へ返還される

実家

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に登録される

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳に残る

※住所変更していない
　郵便物は
　実家へ届く

実家

実家への転入扱いとなる（形式上）

パターン4
を実行

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に登録される

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳から消える

※住所変更していない
　郵便物は（1年後）
　差出人へ返還される

実家

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に残る

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳に復活する

※住所変更していない
　郵便物は
　実家へ届く

· · ·卒業後、下宿先から転居
された方は、旧住所欄に
下宿先を書き、新住所を
必ず同窓会事務局までメ
ール・お電話にてお知ら
せください。

ご注意
新住所

本人が住んで
いなくてもOK

実家
本人が住んで
いなくてもOK

実家住所
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VISA カード

VISA ゴールドカード

京都大学経済学部同窓会
VISAカード入会のご案内

京都大学経済学部同窓会は、三井住友カード株式会社と提携し、京都大学経済学部卒業生のみが加入できる「VISA
カード」を発行しております。デザインは経済学部70周年記念に使用した写真（飯野春樹氏撮影）を図案化したもので、
同窓会は、このカードの発行により、カード利用額の一部を提携手数料として受け取ることができ、財政基盤確立の
一助となっています。
会員の皆様におかれましても同窓会の年会費をこのカードにより自動振替（※1）とすることができ、大変便利かと存

じます。カードの年会費が無料になる場合もございます。詳しくは0120 816 437 までお問い合わせください。
どうか本カードの趣旨をご理解のうえ、お申込み頂ければ幸いです。

京都大学経済学部同窓会　理事長　依田高典

総合博物館（京都大学）
観覧料無料

白浜水族館（京都大学）
入館料無料

ワタベウェディング（株）
国内、海外挙式パッケージより5％割引（旅行会社などの取引先販売店による挙式申込は対象外）
貸衣裳（単品）20％割引（衣裳込みパッケージ、衣裳予約システムおよび現地レンタル衣裳は対象外）
京都和婚のみ特別特典あり（詳しくは京都本店ご来店時にお問い合わせください）
販売衣裳（単品）10％割引（衣裳込みパッケージは対象外）

対象者 カード会員本人と家族（2親等以内）

山ばな　平八茶屋
7,000円の昼懐石以上の懐石料理注文者に食前酒１杯無料サービス

対象者 ５名まで適用

リーガロイヤルホテル京都
レギュラーフロア ラグジュアリーツインの客室利用料金を優待料金にて提供
直営レストラン５店舗での利用料金５％割引
レストラン利用時に、誕生日の者に食前酒１杯（上限４名まで）と記念写真を無料提供

者
象
対

  …

合
場
る
な
に
用
適
も
で
外
以
人
本

典
特
会
入

ご入会方法

QRコードからのお申し込み

VISAカードの申込方法がオンラインのみとなりました。
ご入会は以下のいずれか一つを選択し、お申し込みください。

ホームページのVISAカード入会のバナーをクリック。
ログイン画面が出てくるので、ユーザー名とパスワードを入力してクリック。

こちらからアクセスしていただきお申し込みください→

ホームページのバナーからのお申し込み

URLからのお申し込み

こちらのURLからアクセスしていただきお申し込みください。
https://www.smbc-card.com/nyukai/affiliate/dokoclub/index.jsp

(※1）自動振替を希望された方のみ

酒造加越　（造り酒屋）
同窓会報第27号の広告ページに記載の料金よりさらに値引き
「月のかがやき酒セット」京大特価6,000円（税込、送料・代引手数料無料）をさらに100円お値引きにて提供
　･酒峰加越 朱ノ吟 大吟醸酒 720ml　･加賀ノ月 満月 純米吟醸 720ml
　　※「月のかがやき酒セット」はメール注文のみのお得な特別セット

（メール注文の際に、京都大学経済学部同窓会VISAカード会員である旨をご記載ください）
連絡先 電話：0761 21 3323（平日 9:00～17:00）※お問い合わせ窓口　　メール：kaetsu@kanpaku.co.jp
加越食品
「加越食品のこだわりセット」（税込、送料・代引手数料無料）を2,200円にてご提供
　少量生産だからこそ実現、大量生産では味わいにくい「食感のおいしさ」の加越のたれ

・風味食感　焼肉のたれ　500g　・風味食感　おろしだれ　500g　・風味食感　みそだれ　500g
※ご注文はメールにてお願いいたします。（メール注文の際に、京都大学経済学部同窓会VISAカード会員である旨をご記載ください）

連絡先 電話：0761 21 3324（平日 10:00～17:00）※お問い合わせ窓口 メール：kaetsu@kanpaku.co.jp
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1984 年生まれ。京都大学法学部に入学後、総合人間学部に転学部して卒業。
京都大学大学院人間・環境学研究科にて、日本で唯一のパズル学での博士号
を取得。
2019年に起業し、京都市上京区で「京大東田式パズル教室」を運営。
全国 47 都道府県を自作パズルのビラ配りで周り、「ビラがパズルの人」とも
呼ばれる。
フジテレビの『今夜はナゾトレ」など、テレビ・ラジオでもパズルを出題している。
著書に『京大博士のパズルに挑戦』（京都新聞出版センター）、『京大東田式天才パズル』（青春出版社）など。

株式会社東田式パズル研究社代表取締役社長として、京大東田式パズル教室を運営。
『京都新聞ジュニアタイムズ』『朝小かぞくの新聞』『ニュースがわかる』などでパズルの連載を行っています。

『
ち
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と
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』
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談
社
）

株式会社東田式パズル研究社
代表取締役社長
東田  大志

東田さんのパズルに挑戦

？に入る数字は何でしょう。

パズルが解けた方は、「連絡先等変更届」に答えをご記入下さい。

同窓会オリジナルグッズ（4点セット）をプレゼント！
正解者の中から抽選で10名様に総会でお配りしている

澤田 博定様　伊藤 哲夫様　松原 邦芳様　佐々木 清様　新開 　耿様　山本 健一様　柴垣 博一様
竹井 功一様　村上 輝康様　原田 利正様　吉成 義隆様　樋爪 安洋様　古川 謙二様　濵口 　智様
田原 一彦様　石川 文一様　片山 俊之様　米澤 創一様　土屋 　元様　林 　直樹様

前号の当選者前号の
パズルの答え

アラウンドめいろ

例題の答え例題

スタート　　からゴール　　までめいろの中を通り抜(ぬ)け
ていきましょう。同じ部屋を二回以上通ることはできません。
数字は、その数字のまわりの4つの部屋のうち、通る部屋の数
を表しています。
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